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元元気気ででねね！！
ここれれかかららもも

見見守守っってていいるるよよ！！

オオオオササンンシショョウウウウオオのの記記念念放放流流
３月２日、平成　３月２日、平成１６１６年災害復旧・復興事業竣工式が高橋小学年災害復旧・復興事業竣工式が高橋小学校（但東町久畑）校（但東町久畑）で開で開
催されました。これは、兵庫県が平成催されました。これは、兵庫県が平成１６年の台風２３号１６年の台風２３号で被災した出石川などの災で被災した出石川などの災
害復旧・復興事業がほぼ完了したことを記念して開催したものです。竣工式には、害復旧・復興事業がほぼ完了したことを記念して開催したものです。竣工式には、
国・県・市の関係者や地元関係者約国・県・市の関係者や地元関係者約７０７０人が出席する中、あいさつや祝辞、工事報人が出席する中、あいさつや祝辞、工事報
告が行われました。その後、近くの出石川の河川敷では、記念碑の除幕式に続き、告が行われました。その後、近くの出石川の河川敷では、記念碑の除幕式に続き、
同小学校の児童、卒業生や幼稚園児ら同小学校の児童、卒業生や幼稚園児ら６６６６人が、保護され、１人１頭ずつ名前を付人が、保護され、１人１頭ずつ名前を付
けたオオサンショウウオけたオオサンショウウオ（市の両生類）を（市の両生類）を川へ放流しました。児童らは「元気で川へ放流しました。児童らは「元気で
ね！これからも見守っているよ！」と話し掛け、見送っていました。ね！これからも見守っているよ！」と話し掛け、見送っていました。
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平成２０年度　豊岡市予算案

　ふるさとの魅力を際立たせるための「平成20年度豊岡市予算案」がまとまりました。皆さんが
納める税金や国・県からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用されるのかを紹介
します。なお、この予算案は、豊岡市議会 3月定例会で審議されています。　 《問合せ》財政課

平成２０年度豊岡市予算案がまとまりました 

12会計  総額で753億円 

　

平
成　

年
度
の
予
算
（
表
１
参

２０

照
）
は
、
一
般
、
特
別
、
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た　

会
計
の
総
額
が

１２

７
５
３
億
７
９
９
万
円
、
前
年
度

と
比
べ
７
・
１
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
予
算

額
は
、
４
１
３
億
７
８
８
３
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
１
・
０
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
活
力
あ
る
地

２０

域
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
が
持
つ
特
色

あ
る
魅
力
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
る

予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
の
実
施
で
は
、

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
や
補
助

金
改
革
な
ど
に
よ
り
、
２
億
８
３

０
０
万
円
の
効
果
額
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

　

市
債（
借
金
）は
、
市
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
の
施
設
整
備
（
道

路
・
学
校
な
ど
の
整
備
）
に
活
用

す
る
も
の
で
す
。
市
債
に
は
将
来

的
に
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の
方

に
も
返
済
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

世
代
間
の
公
平
を
図
る
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
市
債
残
高

２０

（
表
２
参
照
）は
、
一
般
会
計
分
が

６
３
７
億
円
、
前
年
度
と
比
べ

５
・
２
％
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
に
特
別
・
企
業
の
す
べ
て
の

会
計
を
合
わ
せ
た
全
市
債
残
高
は
、

１
４
５
７
億
６
１
５
３
万
円
、
前

年
度
と
比
べ
２
・
９
％
減
と
な
る

見
込
み
で
、
市
民
１
人
当
た
り

（
平
成　

年
２
月
１
日
現
在
住
基

２０

人
口
９
０
、９
８
４
人
）に
す
る
と

約
１
６
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、
他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、
国
県
支
出
金
、
市
債
等
が

歳
入
の
約　

・
７
％
を
占
め
る
極

６２

予
算
の
概
要

一
般
会
計
は

４
１
３
億
７
８
８
３
万
円

市
債
残
高
は１

４
５
７
億
円

（表１）

市税 
106億5208万円 
　　　 （25.7％） 

諸収入 
16億8623万円（4.1％） 

地方譲与税 
4億6820万円（1.1％） 

地方消費税交付金 
9億859万円（2.2％） 

県支出金 
19億7146万円 
（4.8％） 

その他 
6億934万円（1.4％） 

国庫支出金 
26億5872万円 
（6.4％） 

市債 
31億3290万円 
（7.6％） 

使用料および手数料 
12億3957万円（3.0％） 

繰入金 
8億1422万円（2.0％） 

分担金および負担金 
6億457万円（1.5％） 

その他 
4億3295万円（1.0％） 

地方交付税 
162億円（39.2％） 

歳入 

自主財源 
（37.3%） 

依存財源 
（62.7%） 

一
般
会
計
・
歳
入

財
政
調
整
基
金
か
ら

４
億
円
取
り
崩
し

（グラフ１） 会計別予算一覧一般会計・目的別予算の内訳

（表２）

市債残高会　計

６３７億円一　　般

７２億円特　　別

７４８億円企　　業

１４５７億円合　　計

１６０万円市民１人当たり

平成２０年度末見込み

市債残高

前年度比予　算　額区　　　分

△１．０％４１３億７８８３万円一般会計

△２３．５％１９０億３４８５万円特別会計

＋１．３％８８億　８４７万円国民健康保険事業（事業勘定）

＋４．８％８８９５万円国民健康保険事業（直診勘定）

△９０．７％８億１０４５万円老人保健医療事業

皆増８億６００３万円後期高齢者医療事業

＋３．２％６３億　９９５万円介護保険事業

＋０．４％１億５５８５万円診療所事業

＋３２６４．８％１億８０３５万円墓地公園事業

＋２５．４％１２億５５９１万円簡易水道事業

＋４１０．８％５億６４８９万円宅地事業

＋３．６％１４８億９４３１万円企業会計

＋３．４％４８億９５１１万円水道事業

＋３．６％９７億６８２５万円下水道事業

＋８．０％２億３０９５万円農業共済事業

△７．１％７５３億　７９９万円合　　　　　計
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民生費 
94億5269万円 
（22.8％） 

公債費 
78億5421万円 
（19.0％） 

土木費 
61億5614万円 
（14.9％） 

教育費 
46億4778万円 
（11.2％） 

総務費 
43億8446万円 
（10.6％） 

衛生費 
42億5936万円 
（10.3％） 

消防費 
15億6798万円（3.8％） 

商工費 
13億5049万円（3.3％） 

農林水産業費 
12億1079万円（2.9％） 

議会費 
2億7541万円（0.7％） 

予備費 
1000万円（0.0％） 

諸支出金 
7000万円（0.2％） 

労働費 
1億3952万円（0.3％） 

歳出 

人件費（20.7％） 
市長、議員、職員などの給料や諸手当など 

85億7211万円 

義務的経費（28.6％） 
扶助費や公債費などの支出が義務付けられ、 
任意に削減できない経費 

118億1683万円 

一般行政経費（41.7％） 
施設の維持管理費や補助金、特別会計への 
繰出金などの経費 

172億6965万円 

投資的経費（9.0％） 
道路、公園、その他施設の建設などの整備に 
要する経費 

37億1024万円 

その他（0.0％） 
予備費 

1000万円 

め
て 
脆
弱 
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

ぜ
い
じ
ゃ
く

す
。

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳（
グ
ラ
フ
１
参
照
）で
、
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最
小
限

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お
金
）
は
、

１
６
２
億
円
で
、全
体
の　

・
２
％

３９

を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ

０
・
９
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
が
進
め
る
交
付
税
改

革
の
影
響
な
ど
を
見
込
ん
で
い
る

た
め
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
を
す
る
た
め

に
借
入
れ
る
市
債
を　

億
３
２
９

３１

０
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る

市
税
は
、
１
０
６
億
５
２
０
８
万

円
、
歳
入
全
体
の　

・
７
％
を
計

２５

上
し
て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ

１
・
０
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、

財
政
調
整
基
金
（
将
来
に
わ
た
る

財
政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
の
貯

金
）
か
ら
４
億
円
を
取
り
崩
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成　

年
度
末

２０

の
基
金
残
高
（
表
３
参
照
）
は
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
す
べ
て
の
基

金
を
合
わ
せ
る
と
、
１
４
１
億
７

４
７
６
万
円
、
前
年
度
と
比
べ

　

・
６
％
増
と
な
る
見
込
み
で
、

１７市
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
約　
１５

万
円
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳
（
グ

ラ
フ
２
参
照
）
で
、
最
も
多
い
も

の
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
充

実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
で
、　
９４

億
５
２
６
９
万
円
、全
体
の　

・
８

２２

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
借

金
返
済
に
充
て
る
公
債
費
が　

億
７８

５
４
２
１
万
円
、　

・
０
％
、土
木

１９

費
が　

億
５
６
１
４
万
円
、　

・
９

６１

１４

％
と
、
高
い
数
値
で
続
い
て
い
ま

す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
３
参
照
）、
人
件
費
は　
８５

億
７
２
１
１
万
円
、
前
年
度
と
比

べ
２
・
０
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
１
１
８
億
１

６
８
３
万
円
、前
年
度
と
比
べ
２
・

２
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
将
来
に
わ
た
る
公
債
費

負
担
の
改
善
の
た
め
、
国
の
制
度

に
基
づ
い
て
一
部
を
繰
上
償
還
す

る
こ
と
に
よ
る
公
債
費
の
増
額
が

要
因
の
１
つ
で
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は　

億
１

３７

０
２
４
万
円
、前
年
度
と
比
べ
７
・

８
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
経
常
収

２０

支
比
率（
※
注
１
）は　

・
６
％
を

８９

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政

の
健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比

率（
※
注
２
）は　

・
８
％
と
な
り
、

２０

国
の
定
め
る
水
準
の　

％
を
上
回

１８

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

※
注
１
…
経
常
収
支
比
率

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対
す

る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当
比

率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標

※
注
２
…
実
質
公
債
費
比
率

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の
割

合
を
示
す
指
標
で
連
結
決
算
の
考

え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

（グラフ３） （グラフ２）

一
般
会
計
・
歳
出

民
生
費
に

　

億
５
２
６
９
万
円

９４

人
件
費
、
投
資
的
経
費

な
ど
を
圧
縮

一般会計・歳出の性質別内訳

（表３）

基金残高基　　金
３５億円財政調整
８２億円特定目的
９億円定額運用
１５億円特別会計
１４１億円合　　計
１５万円市民１人当たり

平成２０年度末見込み

基金残高
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□
豊
岡
・
竹
野
地
域
へ
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
万
円

　

津
波
対
策
を
目
的
と
し
て
、
人
工
衛
星
か
ら
の
気
象
警
報

な
ど
を
防
災
行
政
無
線
で
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
を
豊
岡
・
竹
野
地
域
に
整
備
し
ま
す
。

□
竹
野
・
但
東
地
域
へ
防
災
行
政
無
線
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
０
７
万
円

　

竹
野
・
但
東
地
域
へ
の
防
災
行
政
無
線
の
整
備
の
う
ち
、

未
完
了
分
の
但
東
地
域
へ
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
す
。

□
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

　

市
全
域
の
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、

耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

□
学
校
施
設
の
耐
震
化
と
改
修　
　
　

２
億
５
０
５
０
万
円

　

学
校
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
竹
野
小
と
豊
岡
北
中
の
耐
震

化
を
図
り
、
併
せ
て
教
育
環
境
の
保
持
に
必
要
な
箇
所
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

□
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
の
実
施　
　
　

１
億
３
０
３
万
円

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
基
本
健
診
と
が
ん
検
診
を

セ
ッ
ト
に
し
た
「
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

□
麻
し
ん（
は
し
か
）の
予
防
接
種
の
実
施　

１
５
０
６
万
円

　

昨
年
発
生
し
た　

代
や　

代
の
麻
し
ん
の
流
行
に
対
処
す

１０

２０

る
た
め
、
今
後
５
年
間
、
一
定
年
齢
の
方
を
対
象
に
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

□
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
の
整
備　
　
　
　
　
　

８
１
６
２
万
円

　

豊
岡
病
院
跡
地
に
、
市
の
健
康
増
進
施
設
の
中
核
的
機
能

を
持
つ
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
ま
す
。（　

年
度
）

２１

□
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
整
備　

３
億
１
５
４
６
万
円

　

障
害
児（
者
）の
総
合
的
な
療
育
や
訓
練
を
行
う
北
但
広
域

療
育
セ
ン
タ
ー（
北
但
１
市
２
町
が
連
携
）を
整
備
し
ま
す
。

□
稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
３
億
３
１
０
０
万
円

　

国
や
県
の
円
山
川
本
流
築
堤
・
稲
葉
川
改
修
工
事
と
共
に
稲

葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。（　

年
度
）

２５

□（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
の
整
備
９
７
１
９
万
円

　

円
山
川
下
流
域
の
城
崎
町
戸
島
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い

降
り
る
こ
と
が
で
き
る
湿
地
を
整
備
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
農
村
環
境
整
備
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
０
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
水
田
や
餌
場
環
境
づ
く
り
の
推

進
を
よ
り
一
層
図
る
た
め
、
農
家
な
ど
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
対
策
事
業
の
実
施
２
４
１
万
円

　
（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
と
周
辺
の
水
田
を
含
む

円
山
川
下
流
域
を
国
際
湿
地
条
約
で
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

対
象
地
域
と
し
て
、
平
成　

年
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。
ま

２３

た
、
国
際
生
物
多
様
性
の
日
に
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

□
豊
岡
市
「
生
き
も
の
共
生
の
日
」
の
制
定　

１
８
５
万
円

　

市
民
の
「
生
き
も
の
と
の
共
生
」
意
識
の
醸
成
と
浸
透
を

進
め
る
た
め
、
昨
年
５
月　

日
に
国
内
の
自
然
界
で
コ
ウ
ノ

２０

ト
リ
の
ヒ
ナ
が　

年
ぶ
り
に
誕
生
し
た
こ
の
日
を
豊
岡
市

４３

「
生
き
も
の
共
生
の
日
」
と
し
て
制
定
し
ま
す
。

□
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
推
進　
　
　
　
　

１
８
７
４
万
円

　

菜
種
か
ら
搾
油
し
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
利
用
し
、
廃

食
油
は
公
用
車
な
ど
の
燃
料
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、

間
伐
材
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
燃
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
公
共
施
設
に
配
置
し
ま
す
。

□
レ
ジ
袋
有
料
化
の
検
討　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
万
円

　

レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
て
、
レ
ジ
袋
有
料
化
の
検
討
会
議

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
ご
み
の
減
量
・
分
別
・
適
正
排

出
の
啓
発
指
導
を
行
い
ま
す
。

□
経
済
成
長
戦
略
の
策
定　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
１
万
円

　

今
後　

年
間
の
経
済
成
長
戦
略
を
２
年
か
け
て
策
定
す
る

１０

こ
と
と
し
、
各
産
業
の
現
状
分
析
と
産
業
連
関
表
の
作
成
な

ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。（　

年
度
）

２１

□
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進　
　

５
５
７
万
円

　

来
年
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
推
進
事
業
に
併
せ
、
情
報
発
信
を
強
化
し
、
観
光
客
の
増

加
を
図
り
ま
す
。（　

年
度
）

２１

□
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
等　
　
　

１
億
２
９
９
５
万
円

　

地
域
間
の
情
報
通
信
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
民
間
電
気

通
信
事
業
者
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
エ
リ
ア
拡
大
を
支
援
す

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

平成２０年度　豊岡市予算案

 

楽々浦 

平成２０年度主な事業

　平成２０年度予算は、ふるさとの魅力を際立たせるための予算
として編成しました。
　総合計画に定める多くの施策の実現のために、行革などに
よって生み出した限りある貴重な財源を防災・福祉・環境・商
工・観光・教育など各分野にわたり、その礎を構築します。
　なお、２０年度に計画している事業・施策のうち、新規事業を
中心に紹介します。

※（年度）…完成予定年度

▲ 4月から竹野地域、7月から但東地域で防
災行政無線を運用開始。各家庭に設置す
る戸別受信機

▲コウノトリが舞い降りることができる
（仮称）ハチゴロウの戸島湿地を整備

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

持
続
可
能
な
「
力
」
を
高
め
る
ま
ち

イメージ図
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る
と
と
も
に
、
但
東
町
天
谷
に
移
動
通
信
（
携
帯
電
話
）
用

鉄
塔
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

□
木
屋
町
小
路
の
整
備　
　
　
　
　
　

１
億
１
４
１
２
万
円

　

城
崎
温
泉
街
の
木
屋
町
に
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
テ
ナ

ン
ト
と
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
し
ま
す
。

□
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
の
整
備　

１
億
３
９
５
５
万
円

　

但
東
町
坂
野
に
平
成　

年
度
に
新
た
に
採
掘
し
た
泉
源
を

１６

活
用
し
た
温
泉
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

□
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
広
場
の
整
備　
　
　

２
億
９
０
１
２
万
円

　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
周
辺
の
交
通
結
節
点
機
能
の
確
保
と
駅
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
駅
前
広
場
を
整
備
し
ま

す
。（　

年
度
）

２４

□
竹
野
北
前
館
の
施
設
改
修
計
画
の
策
定　
　

３
０
０
万
円

　

竹
野
北
前
館
を
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
円
滑
に
対
応
で
き

る
施
設
と
し
て
改
修
す
る
た
め
、
年
次
的
に
改
修
を
進
め
る

た
め
の
改
修
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

□
市
営
住
宅
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
１
万
円

　

市
営
上
郷
住
宅
の
建
設
と
老
朽
化
し
た
但
東
出
合
住
宅
の

建
替
事
業
を
進
め
、
市
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。

□
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
推
進　
　

２
４
３
０
万
円

　

出
石
城
下
町
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
伝
統
的
建
造
物
の
修
理
事
業

へ
の
補
助
や
説
明
板
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
妊
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
拡
充　
　
　
　

２
６
５
７
万
円

　

よ
り
す
こ
や
か
な
妊
娠
期
を
過
ご
し
、
安
心
し
て
出
産
期

を
迎
え
る
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
費
用
に
対
す
る
助
成
を
現

行
の
２
回
分
か
ら
５
回
分
に
拡
充
し
ま
す
。

□
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
開
設　

１
億
４
５
６
９
万
円

　

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

□
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
運
営
拡
充　
　
　
　
　
　

６
９
万
円

　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、
な
か
よ
し
広
場
の
拡
充
、

パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー
の
創
設
な
ど
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
拡
充
し
ま
す
。

□
図
書
館
日
高
分
館
の
整
備　
　
　
　
　
　

５
０
４
０
万
円

　

日
高
総
合
支
所
の
２
階
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
図
書
館
日
高

分
館
を
整
備
し
ま
す
。

□
地
区
公
民
館
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

９
７
３
８
万
円

　

県
が
進
め
る
県
民
交
流
広
場
事
業
を
採
り
入
れ
、
豊
岡
・

神
美
・
八
代
・
三
方
・
小
坂
地
区
の
各
公
民
館
の
増
設
・
改

修
を
行
い
ま
す
。

□
永
楽
館
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
０
５
８
万
円

　

出
石
城
下
町
の
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、
近
畿
に

唯
一
残
る
芝
居
小
屋
「
永
楽
館
」
を
復
原
し
ま
す
。

□
地
域
力
を
再
生
す
る
補
助
制
度
の
創
設　
　

５
０
０
万
円

　

地
域
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
促
進
を
図
る

団
体
へ
の
支
援
と
し
て
、
地
域
力
再
生
事
業
の
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

□
参
画
と
協
働
な
ど
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

１
３
９
万
円

　

市
民
の
参
画
と
協
働
と
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る

た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

□
市
民
と
市
長
の
座
談
会
の
開
催　
　
　
　
　
　

１
２
万
円

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
が
直
接
市
民
に
分
か
り
や

す
く
語
り
か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
の
頑
張
り
や
悩
み
を
聞

き
、
対
話
と
共
感
の
市
政
を
進
め
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
事
務
事
業
評
価
の
実
施　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
万
円

　

財
政
構
造
の
肥
満
体
型
を
是
正
す
る
た
め
、
事
務
事
業
評

価
な
ど
を
実
施
し
、
よ
り
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
し
ま

す
。

□
市
民
憲
章
な
ど
の
策
定　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
万
円

　

合
併
後
の
市
の
一
体
感
、
連
帯
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
市

民
憲
章
お
よ
び
市
の
木
、
市
の
花
な
ど
を
制
定
し
ま
す
。

□
新
庁
舎
建
設
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
９
３
万
円

　

新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
と
基
本
計
画
の
策
定
、
庁
舎
位

置
を
決
定
し
ま
す
。（　

年
度
）

２４

□
日
高
総
合
支
所
の
整
備　
　
　
　
　

１
億
４
４
９
４
万
円

　

日
高
総
合
支
所
の
１
階
に
は
支
所
機
能
を
集
約
し
、
３
階

の
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
す
る
た
め
整
備
し
ま
す
。

▲出石城下町のさらなる魅力づくりのため、
近畿に唯一残る芝居小屋「永楽館」を復原

▲平成１６年度に新たに採掘した泉源を活用
した ｢たんたん温泉福寿の湯 ｣を整備

（写真提供：県立コウノトリの郷公園）
▲昨年、コウノトリのヒナが誕生した５月２０
日を ｢生きもの共生の日 ｣に制定

▲市の一体感、連帯感を醸成するため、市
民憲章および市の木、市の花などを制定

▲なかよし広場の拡充、パパと遊ぼうデー
の創設など子育てセンターの運営を拡充

▲にぎわいを創出するテナントとオープン
スペースのある ｢木屋町小路 ｣を整備

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て

人
生
を
楽
し
み
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

イメージ図イメージ図

イメージ図イメージ図イメージ図
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３
月
３
日
、
平
成　

年
第
１
回

２０

市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
新

年
度
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
政
運
営

に
あ
た
る
所
信
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
平
成　

年
度
予
算
を
始
め
と

２０

す
る
提
出
議
案
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
市
政
運
営
に
あ
た
る
所
信
》

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

（一）
　
　
　

際
立
た
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

豊
岡
は
、
６
つ
の
地
域
が
個
性
、

特
徴
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
間
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
な

が
ら
、
地
域
固
有
の
自
然
、
歴
史
、

伝
統
、
文
化
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
豊
岡
の
魅
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

　

自
然
に
抱
か
れ
て

（二）
　
　
　
　
　

生
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
豊
か

な
環
境
の
創
造
」
と
、「
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
も
住
め
る
豊
か
な
環

境
の
保
全
」
を
環
境
に
関
す
る
２

大
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
自
然
と

の
共
生
を
さ
ら
に
進
め
、「
小
さ
な

世
界
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と

（三）
　
　
　
　

経
済
成
長
戦
略
の
策
定

　

本
市
の
財
政
構
造
は
、
歳
出
構

造
の
肥
満
体
型
と
歳
入
構
造
の
虚

弱
体
質
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
後　

年
間
の
経

１０

済
成
長
戦
略
を
策
定
し
、
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

プ
ロ
意
識
と
危
機
管
理
意
識　

（四）
　
　

を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る

　
　
　
　
　
　

組
織
文
化
づ
く
り

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
に
対

し
て
プ
ロ
意
識
と
危
機
管
理
意
識

を
持
ち
、市
民
に
対
し
て
誠
実
に
対

応
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
組
織

文
化
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
「
対
話
と
共
感
」の
ま
ち
づ
く
り

（五）
　

市
政
情
報
の
積
極
的
な
公
開
と

効
果
的
な
提
供
に
努
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
、
対

話
か
ら
生
ま
れ
る
共
感
を
も
と
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

広
域
的
な
地
域
連
携
の
強
化

（六）
　

広
域
交
通
網
の
整
備
、
羽
田
直

行
便
の
実
現
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の

確
保
な
ど
、
広
域
連
携
が
必
要
な

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。　
　

　

よ
り
広
域
的
視
点
に
立
っ
た
地

域
連
携
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

《
信
条
》

　

夢
に
向
か
い
、「
願
う
こ
と　

願

い
続
け
る
こ
と　

投
げ
出
さ
な
い

こ
と
」
を
信
条
と
し
な
が
ら
、
誠

心
誠
意
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

《
主
な
施
策
等
》

・
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業
の

推
進
等
防
災
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
充
実

な
ど
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

・「
す
こ
や
か
人
間
ド
ッ
ク
」の
実

施
な
ど
市
民
の
健
康
づ
く
り
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支

援
し
ま
す
。

・（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿

地
は
、
本
年　

月
の
オ
ー
プ
ン
を

１１

目
指
し
、
県
と
市
が
共
同
で
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業

等
を
対
象
と
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
へ
の
参
加
促
進
の
仕
組
み

を
検
討
し
、
環
境
経
済
戦
略
を
推

進
し
ま
す
。

・
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

元
年
」
と
位
置
付
け
、
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

・
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
作
戦
な

ど
の
環
境
美
化
事
業
の
推
進
な
ど

を
図
り
ま
す
。

・
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
・

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
産
業
振
興
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
成
長
戦

略
を
２
カ
年
か
け
て
策
定
す
る
こ

と
と
し
、
ま
ず
は
各
産
業
の
現
状

分
析
、
産
業
連
関
表
の
作
成
等
を

行
い
ま
す
。

・
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
地
籍
調
査
事

業
、
住
環
境
や
道
路
整
備
、
公
共

交
通
の
確
保
・
充
実
、
魅
力
あ
る

景
観
形
成
や
地
域
情
報
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

・
総
合
的
な
子
育
て
支
援
、
少
子

化
対
策
を
進
め
ま
す
。
秋
に
は
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
一
元
化
、
再

編
、
民
営
化
の
３
つ
の
視
点
か
ら

検
討
し
て
い
る
「
幼
保
対
策
審
議

会
」
か
ら
の
答
申
を
得
て
、
施
設

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

・
近
畿
地
方
唯
一
の
明
治
期
の
芝

居
小
屋「
永
楽
館
」を
復
原
し
、
８

月
に
は「 　

落 
大
歌
舞
伎
」の
興
行

こ
け
ら
お
と
し

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
公

民
館
の
増
築
・
改
修
を
行
い
ま
す
。

・
資
母
地
区
で
実
施
し
た
「
空
き

家
・
空
土
地
調
査
業
務
」
を
も
と

に
、
相
談
会
の
開
催
、
情
報
提
供

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
豊
岡
地
域
で
は
玄
武
洞
公
園
の

整
備
、
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
推
進
事

業
の
実
施
、
さ
ら
に
、
豊
岡
か
ば

ん
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
後

継
者
育
成
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

・
城
崎
地
域
で
は
、
城
崎
温
泉
と

市
内
各
地
の
観
光
拠
点
を
有
機
的

に
連
携
さ
せ
た
滞
在
型
観
光
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
木
屋
町
小
路

を
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
振
興

を
図
り
ま
す
。

・
竹
野
地
域
で
は
、
海
・
川
・
山

を
活
か
し
た
参
加
体
験
型
・
滞
在

型
の
観
光
を
進
め
、
各
種
団
体
が

連
携
し
て
取
り
組
む
「
た
け
の
ス

タ
イ
ル
」
の
確
立
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
竹
野
北
前
館
の
施
設
改
修

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

・
日
高
地
域
で
は
、
四
季
を
通
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
・
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
振
興
を
図
り
ま
す
。

平
成　

年
度
は
全
日
本
総
合
男
子

２０

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

・
出
石
地
域
で
は
永
楽
館
の
復
原

と
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
酒
米

市 

政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
 から 

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
■

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち
■

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
■

■
人
生
を
楽
し
み

　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち
■

■
市
政
の
運
営
■

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
■



7 広報とよおか　2008.3.25

フ
ク
ノ
ハ
ナ
に
よ
る
農
業
活
性
化

を
促
進
し
ま
す
。

・
但
東
地
域
で
は
、
た
ん
た
ん
温

泉
福
寿
の
湯
の
整
備
、
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

・
市
民
と
行
政
が
「
協
働
」
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
座
談

会
を
開
催
し
、
互
い
の
想
い
を
共

有
し
ま
す
。

・
効
率
的
、
効
果
的
な
組
織
と
し
、

事
務
事
業
評
価
の
実
施
、
職
員
の

削
減
に
よ
る
行
政
改
革
の
推
進
、

職
員
育
成
の
研
修
事
業
や
自
己
研

鑽
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

《
主
な
項
目
の
詳
細
》

○
Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
津
線
円
山
川
橋
梁

　
　
　
　
　
　
　

架
け
替
え
事
業

　

本
年
度
末
に
工
事
着
手
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
と
し
て

も
１
日
も
早
い
完
成
に
向
け
て
全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　

整
備
運
営
事
業

　

優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
ま
し

た
。
平
成　

年
度
末
の
完
成
を
目

２１

指
し
ま
す
。

○
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー
整
備

　

８
月
の
完
成
を
目
指
し
、
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、　

月
か
ら

１０

の
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰

　
「
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
」の
関
連

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
市
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
め
ぐ
る
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

○
豊
岡
市「
生
き
も
の
共
生
の
日
」

　

放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
初

め
て
誕
生
し
た
５
月　

日
を
「
生

２０

き
も
の
共
生
の
日
」と
制
定
し
ま
す
。

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　

湿
地
の
保
全
と
利
用
を
目
的
と

し
た
国
際
湿
地
条
約
で
あ
る
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
基
づ
き
、（
仮
称
）

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
を
含
む

円
山
川
下
流
域
が
、
平
成　

年
に

２３

登
録
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
計
画

　

３
月
中
に
最
終
候
補
地
が
決
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
事
業

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
促

進
と
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
公
共
施
設
に
計　

台
を
配
置
し

２１

ま
す
。

○
兵
庫
県
大
型
観
光

　
　
　
　
　

交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

月
か
ら
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１０
が
始
ま
り
ま
す
。
本
市
の
観
光
素

材
、
周
遊
ル
ー
ト
な
ど
の
情
報
を

提
供
し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

　

駅
舎
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備

は
、
平
成　

年
度
完
成
予
定
、
事

２２

業
全
体
の
完
成
は
平
成　

年
度
の

２４

予
定
で
す
。

○
地
域
情
報
化
事
業

　

市
民
が
等
し
く
情
報
通
信
技
術

の
利
便
性
を
享
受
で
き
る
よ
う
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
拡
大
、
携
帯

電
話
の
移
動
通
信
用
鉄
塔
の
整
備
、

テ
レ
ビ
受
信
用
の
辺
地
共
聴
施
設

の
改
修
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

　

総
合
的
な
放
課
後
対
策
と
し
て

「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
」

の
実
施
、
ま
た
女
性
の
社
会
参
加

の
応
援
、
Ｆ
Ｍ
放
送
を
利
用
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
情
報
」
の
提

供
な
ど
を
新
し
く
実
施
し
ま
す
。

○
日
高
総
合
支
所

　
　
　
　
　

庁
舎
改
修
整
備
事
業

　

１
階
に
支
所
機
能
を
集
約
、
２

階
を
図
書
館
日
高
分
館
と
し
て
整

備
を
行
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　
　
　

民
営
化
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
を
も
っ
て

２１

社
会
福
祉
法
人
に
移
管
し
ま
す
。

今
年　

月
に
は
、
移
管
先
を
決
め

１０

る
予
定
で
す
。

○
新
庁
舎
建
設

　

豊
岡
市
新
庁
舎
建
設
市
民
検
討

委
員
会
か
ら
、
本
年　

月
に
は
、

１２

庁
舎
規
模
・
機
能
や
建
設
候
補
地

等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
建
設

位
置
を
決
定
し
、
基
本
構
想
等
を

策
定
し
ま
す
。

○
全
但
バ
ス
路
線
の
休
止
対
応

　

現
行
路
線
バ
ス
の
あ
る
地
域
に

対
し
て
は
、
何
ら
か
の
地
域
公
共

交
通
を
確
保
す
る
方
針
で
す
。
４

月
か
ら
、
再
度
、
市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
出
石
磁
器

　
　
　
　

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業

　

平
成
６
年
度
か
ら
３
年
ご
と
に

開
催
し
て
き
た
事
業
で
す
が
、
廃

止
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
竹
貫
地
区
分
譲
宅
地
計
画

　

現
状
の
ま
ま
で
は
宅
地
の
分
譲

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
計
画

は
中
止
し
ま
す
。
関
連
す
る
県
道

の
促
進
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

○
常
備
消
防
の
広
域
化

　
「
消
防
組
織
法
」が
改
正
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
県
の
推
進
計
画
が

ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
は
、「
広
域
化
に

慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
」
と

の
立
場
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
力
再
生
事
業
費
補
助
制
度

　

自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
な

ど
の
、
地
域
力
の
活
性
化
を
図
る

新
た
な
ソ
フ
ト
的
取
組
み
に
対
し

て
、　

万
円
を
上
限
に
補
助
し
よ

３０

う
と
創
設
し
た
も
の
で
す
。

○
都
市
計
画
税
の

　
　
　
　
　
　

あ
り
方
の
見
直
し

　

議
会
の
皆
さ
ん
と
の
議
論
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
チ
ラ
シ
を
全
世

帯
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
説
明

会
を
開
催
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
最
終
方
針
を
決
定
し
、
平

成　

年
度
当
初
の
実
施
を
目
指
し

２１
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

　

現
在
、
地
方
自
治
体
へ
の
寄
付

金
控
除
制
度
の
改
正
と
し
て
審
議

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
導

入
が
な
さ
れ
た
場
合
、
寄
附
を
通

じ
た
市
政
へ
の
参
加
呼
び
か
け
な

ど
、
遅
延
な
く
働
き
か
け
が
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　

点
検
状
況
等

　

昨
年
夏
以
降
、
全
体
像
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
お
よ
び
処
理
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
対
象
の
方
々

に
は
２
月
末
ま
で
に
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
策

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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▲東井義雄賞の受賞作品を朗読で披露する受賞者（出席者４人）

第第5回5回 東井義雄賞「いのちのことば」の 東井義雄賞「いのちのことば」の
入賞作品発表入賞作品発表会・会・記念シンポジウムを記念シンポジウムを

開催しました開催しました

　２月１６日、第５回　東井義雄賞「いのちのことば」の入賞作品発表会・記念シンポジウムを
但東市民センターホールで開催しました。
　この賞は、いのちの教育を探求し続けた日本を代表する教育者・東井義雄さん（但東町佐々
木出身）の遺徳を顕彰し、その理念を後世に伝えるために創設したものです。
　今回は、「悩んでいた私にスイッチを入れて目覚めさせてくれた先生のあの一言」をテーマ
に募集したところ、全国各地から９０２編の応募をいただきました。
　当日は、最優秀賞にあたる東井義雄賞５編を含む入賞作品１００編（秀作１０編、特別賞１０編、
佳作７５編）を発表し、対象者に中貝市長から賞状や記念品などを贈りました。
　また、発表会終了後には、記念シンポジウムとして、高橋小学校３・４年生の児童によるオ
オサンショウウオ保護活動の取組み発表や、「東井義雄の心を受け継いで」と題したパネルディ
スカッションが行われました。　　　　　　　　 　　　　　《問合せ》教育委員会但東分室

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
川
見
正

明
さ
ん
（
元
但
東
町
教
育
長
）、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
米
田
啓
祐
さ
ん
（
元

八
鹿
小
・
中
学
校
長
）、
衣
川
清
喜

さ
ん
（
県
立
但
馬
ド
ー
ム
館
長
・

地
元
住
民
）、
澤
野
雅
紀
さ
ん（
高

橋
小
学
校
教
諭
）、
嶋　

公
治
（
市

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
）
の
５

人
に
よ
り
、
熱
心
な
討
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
を
育
て
る
学
力
に
つ
い
て
澤

野
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
、
地

域
の
自
然
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
愛

着
が
わ
い
て
き
て
い
る
。
川
へ
行

く
子
ど
も
も
増
え
、
生
き
も
の
に

目
が
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
家
庭

で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
話

し
、
東
井
さ
ん
と
同
じ
学
校
で
勤

務
し
た
こ
と
の
あ
る
米
田
さ
ん
は

「
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
東
井
さ

ん
の
印
象
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、

明
る
い
あ
い
さ
つ
・
笑
顔
・
ご
み

を
よ
く
拾
っ
て
お
ら
れ
た
と
の
答

え
に
、
こ
ん
な
生
き
方
も
大
事
な

ん
だ
と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

東
井
さ
ん
の　

年
前
の
詩
集
を

３５

詠
ま
れ
た
衣
川
さ
ん
は
「
詩
集
に

『
再
び
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
て

八
鹿
小
学
校
の
空
を
舞
う
に
違
い

な
い
…
』
と
詠
ま
れ
て
あ
り
、
驚

い
た
。
先
見
性
を
感
じ
、
こ
の
環

境
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
の
取
組
み
と
し
て

嶋
所
長
は
「
東
井
さ
ん
は
盛
ん
に

『
根
』と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。教
育
委
員
会
で
は
、こ

の
子
ど
も
の
根
っ
こ
づ
く
り
と
幹

づ
く
り（　

・　

ペ
ー
ジ
掲
載
）に

１０

１１

つ
い
て
の
教
育
を
推
進
し
、
展
開

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
川
見
さ
ん
は

「
常
に
子
ど
も
側
に
あ
る
教
育
を

目
指
し
、
最
後
ま
で
誠
実
に
過
ご

さ
れ
た
東
井
さ
ん
の
心
を
受
け
継

い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲東井さんのエピソードや教育のあり方など
についても話があった

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
東
井
義
雄
の
心
を
受
け
継
い
で
」
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安
楽
健
次
さ
ん
（
福
岡
県
田
川
市
・　

歳
）

６７

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

中
学
２
年
の
担
任
だ
っ
た
若
い
女
先
生
が
、

右
足
が
悪
い
こ
と
を
言
い
訳
に
し
て
、
ク
ラ
ス

の
登
山
行
事
に
不
参
加
を
申
し
出
た
私
の
目
を

じ
っ
と
見
な
が
ら
言
っ
た
言
葉
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
水
泳
や
体
育
祭
で
、
障
害
を
理

由
に
な
に
か
と
逃
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
運
動
の
み
な
ら
ず
、
学
校
や
社
会
生
活
か

ら
も
「
逃
げ
る
」
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
と
心

配
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
障
害
の
程
度

か
ら
判
断
し
て
、
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ

と
を
私
に
教
え
込
み
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
し
ょ
う
が
な
い
」と
思
い
込
ん
で
い
た
私
に
、

少
し
で
も
自
分
で
可
能
性
を
見
つ
け
さ
せ
よ
う

と
、
厳
し
い
態
度
で
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

３
年
の
春
に
は
鉄
棒
に
挑
戦
し
、
大
車
輪
が
出

来
る
ま
で
な
り
ま
し
た
。
登
下
校
を
車
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
が
、
４
キ
ロ
ほ
ど
の
田
舎
道
を
ゆ
っ

く
り
な
が
ら
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
剣
道

部
に
入
っ
て
さ
ら
に
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
以
後
、「
し
ょ
う
が
な
い
」を

口
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
忘

れ
な
さ
い
。
集
中
し
て
一
日
考
え
た
ら
、

き
っ
と
解
決
し
ま
す
。「
し
ょ
う
が
な

い
」
事
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

太
田
貴
子
さ
ん
（
香
川
県
高
松
市
・　

歳
）

31

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

こ
の
言
葉
は
、
私
が
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
い

た
と
き
に
、
カ
ナ
ダ
人
の
先
生
に
言
わ
れ
た
言

葉
で
す
。
卒
業
間
近
で
あ
っ
た
た
め
、
私
は
そ

の
言
葉
を
私
た
ち
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
と
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
」
は
、
別
に
何
か
を
い
た
だ

い
た
と
き
し
か
使
え
な
い
の
で
は
な
い
。
お
金

を
払
い
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
品
物
を
受
け
取

る
と
き
、別
れ
際「
さ
よ
な
ら
」の
代
わ
り
に
、誰

か
が
天
国
へ
旅
立
つ
と
き
…
。「
あ
り
が
と
う
」

を
言
わ
れ
て
腹
を
立
て
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
話
の
最
後
に
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
人
を
指
差
す
と
き
に
、
３

本
の
指
が
己
の
方
を
向
い
て
い
る
よ
う
に
、
自

分
の
唇
か
ら
発
し
た
言
葉
は
、
自
分
の
耳
で
聞

い
て
い
る
」
と
。

　

そ
れ
以
来
、
私
は
人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
場
で

「
あ
り
が
と
う
」
を
言
い
、

こ
の
唇
で
で
き
る
だ
け
や

さ
し
く
あ
た
た
か
い
音
楽

（
こ
と
ば
）を
奏
で
よ
う
と

思
い
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

長
坂
隆
雄
さ
ん
（
千
葉
県
船
橋
市
・　

歳
）

77

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　
　

歳
の
母
の
看
護
に
明
け
暮
れ
て
、
肉
親 
故 ゆえ

92
の 
我  
侭 
、
勝
手
と
思
え
る
言
動
に
、
時
に
は
邪

わ
が 
ま
ま

険
に
振
る
舞
い
、
言
葉
を
荒
げ
る
事
も
あ
っ
た

が
、
寺
の
住
職
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
に
、
は
っ

と
目
の
覚
め
る
思
い
が
し
た
。

小
田
虎
賢
さ
ん
（
明
石
市
・　

歳
）

19

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

陸
上
競
技
を
続
け
て
い
る
私
は
、
車
い
す

レ
ー
ス
の
世
界
的
競
技
者
と
出
会
う
こ
と
が

あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
話
を
し
て
、
そ
の
時
教

え
て
も
ら
っ
た
生
き
方
に
対
す
る
考
え
で
あ
る
。

車
い
す
で
の
生
活
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し

て
、
競
技
を
続
け
る
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
生

き
方
に
感
動
を
し
た
。
車
い
す
で
走
り
続
け
る

こ
と
が
、
多
く
の
障
が
い
者
を
理
解
す
る
世
の

中
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
、
世
界
中
を

飛
び
回
っ
て
い
る
積
極
的
な
生
き
方
に
驚
い
た
。

陸
上
競
技
の
種
目
の
中
に
、
車
い
す
競
技
と
い

う
も
の
が
普
通
に
存
在
す
る
社
会
で
あ
る
こ
と

が
、
彼
の
夢
で
あ
る
と
聞
い
た
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
自
由
に

選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
実
現
す
る

生
き
方
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

安
広
美
海
さ
ん
（
神
戸
市
・　

歳
）

16

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

私
が
中
学
生
の
時
に
、
今
通
っ
て
い
る
高
校

に
練
習
さ
せ
て
も
ら
い
に
い
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
大
き
な
大
会
を
目
前
に
控
え
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
顧
問
に
は
怒
ら
れ
て
ば
か
り
、

練
習
で
も
ミ
ス
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
今
の
顧
問
か
ら
こ
の
言
葉
を
聞

き
、
た
っ
た
一
日
や
っ
た
だ
け
じ
ゃ
目
に
見
え

て
な
に
も
わ
か
ら
な
い
、
一
枚
の
紙
の
よ
う
に

薄
い
小
さ
な
こ
と
で
も
毎
日
続
け
て
い
け
ば
、

そ
の
何
日
か
後
に
自
分
に
返
っ
て
く
る
ん
だ
な

と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
私
は
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ

頑
張
る
よ
う
に
し
、
い
い
成
績
も
残
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
私
は
こ

の
先
生
に
つ
い
て
行
こ
う
と
思

い
、
今
の
高
校
に
入
学
し
、
部

活
に
励
ん
で
い
ま
す
。

人
生
に
お
い
て
、「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
は
い
け
な
い
場
面
は
一
つ
も

な
い
。

看
護
す
る
人
の
辛
さ
、
悲
し
み
よ
り
も
、

看
護
さ
れ
る
人
の
辛
さ
、
悲
し
さ
は
遥

か
に
大
き
い
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
障
が
い
を
持
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
は
私
の
個
性
だ
と
思
う
。
こ

の
個
性
を
認
め
合
う
社
会
を
育
て
る

努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
ほ
し
い

一
日
の
努
力
を
一
枚
の
紙
と
し
て
横

か
ら
見
る
と
見
え
な
い
。
で
も
百
日
分

の
努
力
の
紙
を
毎
日
積
み
重
ね
て
い

く
と
や
っ
と
形
と
し
て
目
に
見
え
る

ん
や
で
。

　

入
賞
作
品
１
０
０
編
は
、
書
籍
に
ま
と
め
、

１
冊
６
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
、
東
井
義
雄
記
念
館
（
�　

－

９
０

２１

３
６
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
悩
ん
で
い
た
私
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
た
先
生
の
あ
の
一
言
」 

東 

井 

義 

雄 

賞
（
5
編
） 

東 

井 

義 

雄 

賞
（
5
編
） 
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～「根っこづくり」と「幹づくり」への挑戦～ 豊岡の
教育 

　子どもの育ちを木に例えると、小学校入学前は、「根っこづくり」の時期、
入学以降は「幹づくり」の時期にあたります。 
　私たちの考える「根っこ」とは、乳幼児期に培わなければならない「豊か
な心」と「健やかな体」のことであり、「幹」とは、その基礎の上に成り立つ「確
かな学力」を含めた「生きる力」のことです。 
　これまで、私たちはややもすれば目に見えない地中の「根っこ」よりも、目に
見える地表の「幹」の育ち具合だけを気にかけていたのではないでしょうか。 
　市では、豊岡の子どもたちが生き生きと輝くことを願い、解決しなければな
らない課題に取り組むためにも「根っこづくり」と「幹づくり」を一体的にとら
えた施策を積極的に推進、展開します。 

〈問合せ〉こども教育課およびこども育成課 

私たちの願い －こんな子どもたちに育ってほしい－ 

今、教育委員会では －0歳から15歳までの一貫した育ち－ 

◆ ふるさと豊岡を愛し、人と自然にやさしい子 
◆ 夢や希望をもち、自ら学び続ける子 
◆ 心も体も健康で、自分や他人の良さがわかる子 

今、豊岡の子どもたちは －解決しなければならない主な課題－ 
（生活・学力実態調査等から） 

乳幼児期（保育園・幼稚園） 

共通した課題 

・どろんこ遊びや草花遊びなど、 
　自然に触れる体験が不足 
・苦手なことへ挑戦する気持ち 
　が弱い 

・基本的生活習慣の欠如（テレビの見過ぎ、ゲームのし過ぎ等） 
・体力の低下　　・食生活の乱れ 

小学校 

・粘り強く考えたり、読んだ 
　りする学習が苦手 
・集団生活になじめない子が増 
　加 

中学校 

・考えや思いを言葉で表現する 
　ことが苦手 
・決まった人間関係の枠からな 
　かなか出られない 
・学習意欲や学力の二極化 

　昨年４月、「幹づくり」を中心に取り組んできた従来の教育委員会に、「根っこづくり」を中心に取り組
んできた「子育て支援部門」を加えて組織再編を行いました。これにより「根っこづくり」と「幹づくり」
を合わせて考えることが可能になり、0歳から15歳までの子育てのさまざまな課題を解決するため、2つの
プランを作成しました。 

期
待
す
る 

   

主
な
効
果 

　体を動かすことの楽しさ 
を覚え、心の成長や健やか 
な生活リズムが生まれます。 

　人を思いやる心や感動す 
る心、強い心など、豊かな 
人間性が育ちます。 

　親子でふれあう機会が増 
え、子どもの成長を確かめ 
るとともに子育ての楽しさ 
を実感することができます。 

幼稚園での運動遊び 

小中学校合同のボランティア活動 
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　小・中の連続した指導によ 
り学力が向上します。また、 
細かな情報交換は不登校やい 
じめの減少につながります。 

　多くの友達と学習すること 
で多様な思考や感性にふれる 
ことができます。 

　小・中学校入学時の不安が 
軽減し、子どもの心にゆとり 
が生まれます。 

幹を育てる 

－すべての中学校区で取り組みます－ 

　小・中学校の9年間でつけなければならない「確かな 
学力」を含めた「生きる力」を育てるためのプランです。 

　小・中学校9年間の学習が連続するように、お互いが 
連携（共同）して指導内容や方法を工夫・改善します。 

・小・中学校の教員による相互の授業参観と合同の研修会 
・不登校対策を含む生徒指導の連携 
・それぞれの中学校区ごとの課題解決のための取組み 

はばたきプラン 

小中連携教育 

－希望する小学校で取り組みます－ 

　生活・学習集団の小規模化による課題を解決するた 
め、多様な教育活動を展開します。 

・小規模校を対象に、同じ中学校区における小学校同 
　士の「姉妹校方式」で実施 
・合同の教科学習や行事の取組み 

小小連携教育 

根っこを育てる 

1．乳幼児期における4つの取組み 
すべての乳幼児を対象にした共通のプログラムです。 

　遊びや体験を通し、乳幼児期に培わなければならな 
い「豊かな心」と「健やかな体」をつくるプランです。 

① 心身ともに健やかな子どもを育てる「運動遊び」 
② たくましい心を育む「自然体験」 
③ 想像力や豊かな感性を育む「読み聞かせ」 
④ 基本的な生活習慣を身につける「省テレビ作戦」 

2．モデル校・園による研究 
　幼児期から小学校へのなめらかな接続を図るため、 
活動の交流、指導者の合同研修、小学校での授業スタ 
イルの工夫・改善などを先進的に取り組みます。 

3．検討委員会の設置 
すくすくプランの内容や推進について検討します。 

・共通のプログラムについて 
・基本的生活習慣や正しい食習慣の定着に向けた家庭 
　との連携について 

すくすくプラン 

幹づくり 

根っこづくり 

す
く
す
く
プ
ラ
ン 

は
ば
た
き
プ
ラ
ン 

15歳 
（中3） 

6歳 
（小1） 

0歳 

※プランについての意見をお寄せください。
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平成２０年豊岡市区長連合会役員一覧
（任期　平成２０年１２月３１日・敬称略）

　

豊
岡
市
区
長
連
合
会
は
、
市
内
の
区
長
協
議
会
、
町
内
会
長
会
の
相

互
の
連
絡
調
整
や
市
行
政
と
の
連
携
を
密
に
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
築
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
、
連
合
会
の
第
１
回
理
事
会
が
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
で
開
催

２８

さ
れ
、
平
成　

年
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
紹
介

２０

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
総
務
課
行
政
係

出　身　地　区氏　　　名役　職

豊岡（市街地）日下部　昌　男会　長

日高（日高地区）吉　田　　　勲

副会長

城崎（城崎地区）岸　本　　　稔

竹野（竹野地区）宮　田　　　弘

出石（小野地区）多　根　　　徹

但東（合橋地区）森　脇　與　一

豊岡（田鶴野地区）井　川　栄　治会　計

日高（西気地区）小　山　成　行
監　事

出石（弘道地区）蘆　田　和　美

豊岡（八条地区）日　村　和　夫

理　事

豊岡（三江地区）森　田　　　進

豊岡（五荘地区）白　谷　光　利

豊岡（新田地区）堀　名　喜　郎

豊岡（中筋地区）西　田　信　行

豊岡（港地区）上　�　榮　一

豊岡（奈佐地区）竹　中　誠　男

豊岡（神美地区）平　尾　正　保

城崎（城崎地区）岩　本　隆　夫

竹野（竹野南地区）筑　本　寿　晴

竹野（中竹野地区）木　瀬　堯　后

日高（国府地区）田結庄　由　一

日高（八代地区）長谷川　豊　夫

日高（三方地区）吉　岡　虎　之

日高（清滝地区）野　口　逸　敏

出石（室埴地区）小　山　正　義

出石（小坂地区）多　田　雅　善

但東（資母地区）福　田　俊　文

但東（高橋地区）足　立　春　雄

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
市市市市市市市市市市市市市市
区区区区区区区区区区区区区区
長長長長長長長長長長長長長長
連連連連連連連連連連連連連連
合合合合合合合合合合合合合合
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの

豊
岡
市
区
長
連
合
会
の

役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員
がががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決
まままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままま
しししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたた

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
場
所

と
し
て
、
市
内
の　

小
学
校
区
す

３０

べ
て
に
設
立
し
て
い
る
も
の
で
す
。

兵
庫
県
で
は
、
８
２
７
小
学
校
区

す
べ
て
に
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
小
学
校
区
…
基
本
的
な
活
動
エ

リ
ア
は
小
学
校
区
と
し
、
小
学

校
の
運
動
場
や
体
育
館
な
ど
を

使
用
し
て
活
動
し
ま
す
。

○
多
世
代
…
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
地
域
の
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
、
世
代
間
交
流
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
多
種
目
…
競
技
的
な
ス
ポ
ー
ツ

だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
楽
し
み
志
向
の
ス
ポ

　

ー
ツ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
自
主
運
営
…
会
員
の
会
費
に
よ

　

っ
て
運
営
さ
れ
る
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
運
営
に
よ
る
ク
ラ

ブ
で
す
。

《
入
会
等
に
関
す
る
問
合
せ
》

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
各
教

育
分
室

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

と
は

２１

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
２１の

特
徴
は

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
」 

　  

に
入
会
し
ま
せ
ん
か 

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
」 

　  

に
入
会
し
ま
せ
ん
か 

▲スポーツクラブ２１活動でトランポ
ビクスを楽しむ会員たち

▲スポーツクラブ２１交流会で大縄跳
びをする会員たち
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▽
実
施
期
間　

１
月
７
日（
月
）〜

２
月　

日（
金
）の
間
の
都
合
の

１５

良
い
日
１
日（
往
復
）以
上

▽
対
象
職
員　

通
常
、
自
動
車
等

で
通
勤
し
て
い
る
本
庁
お
よ
び

総
合
支
所
、
出
先
機
関
を
含
む

全
職
員

▽
対
象
公
共
交
通
機
関

・
路
線
バ
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

・
鉄
道

▽
参
加
者
数　

１
９
１
人
（
全
体

１
、４
９
６
人
）（
参
加
率　

・
８

１２

％
）

※
正
職
員
の
配
置
の
な
い
出
先
機

関
は
、
集
計
か
ら
除
外
し
て
い

ま
す
。

▽
参
加
者
の
通
勤
距
離（
片
道
）

　

平
均　

・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

１２

▽
実
施
結
果
の
概
要

・
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶

に
換
算
し
て
約
１
、８
４
０
本

分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
を
削
減

・
継
続
し
て
公
共
交
通
に
よ
る
通

勤
が
可
能
と
回
答
し
た
職
員
数

　
　

人
５０

▽
主
な
意
見

〈
肯
定
的
〉

・
公
共
交
通
の
維
持
、
地
球
環
境

保
全
に
対
す
る
意
識
高
揚
の
た

め
定
期
的
に
実
施
す
べ
き
だ
。

・
通
勤
時
の
交
通
事
故
等
に
関
す

る
不
安
が
解
消
さ
れ
る
。

・
意
外
に
も
通
勤
に
利
用
で
き
る

と
感
じ
た
。

・
車
窓
か
ら
の
風
景
を
眺
め
た
り
、

居
眠
り
を
し
た
り
、
読
書
が
で

き
る
。

・
自
分
で
運
転
し
な
い
た
め
ス
ト

レ
ス
が
少
な
い
。

・
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
活

に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
た
。

〈
否
定
的
〉

・
バ
ス
を
待
つ
環
境
が
か
な
り
厳

し
い（
距
離
、停
留
所
等
）。

・
運
転
が
荒
い
。
運
転
手
の
対
応

が
不
親
切
で
あ
る
。

・
最
終
バ
ス
の
時
間
が
早
す
ぎ
て

日
常
的
な
利
用
は
難
し
い
。

・
十
円
単
位
の
小
銭
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
り
、
面
倒
く
さ
い
。

・
運
賃
が
高
い
。

・
バ
ス
の
時
刻
に
あ
わ
せ
て
生
活

す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
の

で
困
っ
た
。

・
他
の
用
事
（
買
物
、
家
族
の
送

迎
）
が
あ
る
の
で
、
マ
イ
カ
ー

の
方
が
便
利
だ
。

▽
ま
と
め　

参
加
者
の
中
に
は
定

期
的
な
実
施
を
求
め
る
意
見
も

多
く
、
継
続
的
に
実
施
す
る
た

め
の
課
題
を
整
理
し
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
１
つ
の
事
業
所
（
市

役
所
）
だ
け
の
取
組
み
で
は
な

く
、
全
市
的
な
拡
が
り
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
路
線
バ
ス
事
業
者
か

ら
の
休
止
申
出
（　

月
１
日
か
ら

１０

　

路
線　

系
統
）
に
伴
い
、

１１

４１

①
市
民
の
足
は
確
保
す
る
。

②
地
域
の
需
要
特
性
に
応
じ
た
対

応
策
を
路
線
ご
と
に
と
る
。

③
地
域
で
支
え
合
う
生
活
交
通
を

模
索
す
る
。

④
事
業
の
評
価
と
見
直
し
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
。

を
基
本
に
、
市
と
し
て
の
地
域
公

共
交
通
維
持
の
考
え
方
や
路
線
ご

と
の
対
応
策
の
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
対
応
策
の
基
本
的
な

方
向
性
が
ま
と
ま
り
、
１
月　

日
２８

〜
２
月　

日
の
間
、
路
線
ご
と
に

１５

市
民
説
明
会
を
開
催
（　

会
場
、

１１

６
０
４
人
参
加
）
し
、
市
の
考
え

方
等
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
す

る
と
と
も
に
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
説
明
会
で
い
た
だ
い
た

意
見
を
踏
ま
え
、
変
更
す
べ
き
点

は
変
更
す
る
と
と
も
に
さ
ら
な
る

検
討
を
加
え
、
運
行
ル
ー
ト
や
区

間
、
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
な
ど
を
定
め

た
運
行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
４

月
に
は
、
再
度
、
対
象
路
線
ご
と

に
市
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
応
策（
案
）の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
便
利
な
車
で
の
生
活
を
求
め
た
結
果
、
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
衰
退
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
、
市
街
地
の
郊

外
化
、
交
通
事
故
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
職
員
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関

に
よ
る
通
勤
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係

バ
ス
等
公
共
交
通
に
よ
る
通
勤
社
会
実
験 

「
ｅ
通
勤
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
ま
し
た 

▲「ｅ通勤」にチャレンジした奥田副
市長（１月９日）

▲市民説明会（三方地区基幹集落センター）

路
線
バ
ス
休
止
申
出
へ
の

対
応
策（
案
）の
市
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
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「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」

「
ふ
ん
尿
で
汚
さ
れ
た
」
な
ど

の
苦
情
や
相
談
が
市
に
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
飼
主
の
気
配
り

と
責
任
あ
る
飼
育
で
改
善
で
き

る
も
の
で
す
。
無
責
任
な
飼
育

は
、
近
隣
の
方
々
に
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
動
物
に

と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
す
。

　

犬
を
飼
育
す
る
方
は
、
責
任

を
持
っ
て
終
生
適
正
に
飼
育
し
、

犬
を
地
域
の
嫌
わ
れ
も
の
に
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
事
項

・
犬
の
放
し
飼
い
は
、
や
め
ま

し
ょ
う
。
他
人
に
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
犬
に
と

　

っ
て
も
交
通
事
故
な
ど
に
遭

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

・
犬
は
、
き
ち
ん
と
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
、
引
き
綱
を
つ

け
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が

付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
ふ
ん
は
、持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

・
犬
に
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

犬の飼い主の皆さんへ 

○狂犬病予防注射のみの料金は３，２００円
　（新たに登録する場合は別途３，０００円）
○釣り銭のいらないようにお願いします。
○注射は獣医師（動物病院）でも受けられます。
○豊岡・城崎・日高地域の集合注射日程は、　
４月２５日号の市広報でお知らせします。

　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主の方へ義務付けら
れている狂犬病予防注射（集合注射）を次のとおり実施
します。生後３カ月以上の犬は、毎年１度必ず狂犬病予
防注射を受ける必要があります。

《問合せ》生活環境課

竹　野　地　域
時　　間場　　　所日　　程

　９：３０～　９：３５竹野南地区公民館

４月１７日（木）

　９：４５～　９：５０御又公民館

１０：００～１０：０５河内バス停

１０：１５～１０：２０門谷公民館

１０：２５～１０：３０須野谷バス停

１０：３５～１０：４０大森公民館

１０：５０～１０：５５桑野本（旧大森小学校校庭）

１１：１５～１１：２０三原公民館

１３：００～１３：０５床瀬公民館

１３：１０～１３：１５中村バス停

１３：２５～１３：３０銅山バス停

１３：３５～１３：４０二連原　田中さん宅前

１３：４５～１３：５０小城公民館

１３：５５～１４：００市場バス停

１４：０５～１４：１０坊岡バス停

１４：１５～１４：２０林公会堂

１４：２５～１４：３０下塚公民館

時　　間場　　　所日　　程

　９：３０～　９：３５中竹野地区公民館

４月１８日（金）

　９：４５～　９：５０小丸公民館

１０：００～１０：０５須谷公民館

１０：１５～１０：２０竹野児童館

１０：３０～１０：３５阿金谷　阿故谷神社

１０：４５～１０：５０松本公民館

１１：００～１１：１５竹野総合支所　駐車場

１３：００～１３：０５田久日　三柱神社

１３：１５～１３：２５竹野地区公民館　駐車場

１３：４０～１３：５０鷹野神社

１４：００～１４：１０西町公民館

１４：２０～１４：２５切浜バス停

１４：３５～１４：４０浜須井公民館

１４：５０～１４：５５奥須井公民館

〜
考
え
よ
う 

他
人
の
迷
惑
〜 
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出　石　地　域

但　東　地　域
時　　間場　　　所日　　程

　８：５０～　８：５５薬王寺中村公民館

４月８日（火）

　９：０５～　９：１０大河内公会堂

　９：２５～　９：３０小坂集会所

　９：３５～　９：４０東中コミュニティーセンター

　９：４５～　９：５０後公会堂

　９：５５～１０：００高橋地区公民館

１０：０５～１０：１０佐田公会堂

１０：２０～１０：２５栗尾公民館

１０：３５～１０：４０平田創作館

１０：４５～１０：５０正法寺公民館

１０：５５～１１：００小谷公民館

１１：１０～１１：１５相田コミュニティーセンター

１１：２０～１１：２５相田保谷バス停

１１：３０～１１：３５佐々木鍛冶屋バス停

１１：４０～１１：４５佐々木集会所

１２：５０～１２：５５水石公民館

１３：００～１３：０５畑公民館

１３：１５～１３：２０野尻公会堂

１３：３０～１３：３５矢根公民館

１３：４５～１３：５０奥矢根公民館

１４：０５～１４：１０西谷公民館

１４：１５～１４：２０河本コミュニティーセンター

１４：３０～１４：３５三原集会所

１４：４５～１４：５０唐川公民館

１５：００～１５：０５太田地区集会所

１５：１５～１５：２０東里公民館

時　　間場　　　所日　　程

１５：３０～１５：３５西野々公民館

４月８日（火） １５：４０～１５：４５高龍寺集会所

１６：００～１６：１０但東市民センター裏（出合）

　８：５０～　８：５５奥赤公民館

４月９日（水）

　９：０５～　９：１０赤花公民館

　９：１５～　９：２０主計会議所

　９：２５～　９：３０坂津公民館

　９：３５～　９：４０日和坂公民館

　９：５５～１０：００奥藤公民館

１０：０５～１０：１０中藤コミュニティーセンター

１０：１５～１０：２０口藤公民館

１０：２５～１０：３０虫生公民館

１０：４０～１０：４５坂野公民館

１０：５５～１１：００赤野太刀振伝承館

１１：０５～１１：１０資母地区公民館

１１：２０～１１：２５畑山中央公民館

１１：３５～１１：４０下畑山公民館

１１：５０～１２：００但東市民センター裏（出合）

時　　間場　　　所日　　程

　９：００～　９：０５暮坂公民館

４月２２日（火）

　９：１０～　９：１５福見多目的集会所

　９：２０～　９：２５平田生活改善センター

　９：３０～　９：３５荒木公民館

　９：４５～　９：５０細見旧公民館

　９：５５～１０：００室見会館

１０：２５～１０：３０奥山公民館

１０：４０～１０：４５和屋公民館

１０：５０～１０：５５榎見公民館

１１：００～１１：０５坪口生活改善センター

１１：１０～１１：１５中村公民館

１１：２５～１１：３０福住公民館

１１：４０～１１：４５鍛冶屋公民館

１３：００～１３：０５百合公会堂

１３：１５～１３：２０上野多目的集会施設

１３：２５～１３：３０桐野公民館

１３：４０～１３：４５寺坂集落センター

１３：５５～１４：００日野辺公民館

１４：０５～１４：１０日野辺（片間）

１４：１５～１４：２０松枝会館

１４：３０～１４：５０出石総合支所

時　　間場　　　所日　　程

　９：００～　９：０５田多地公民館

４月２３日（水）

　９：１０～　９：１５安良集会所

　９：２５～　９：３０小坂地区多目的集会所

　９：３５～　９：４０伊豆公民館

　９：５０～　９：５５片間研修会施設

１０：００～１０：０５三木集落センター

１０：１０～１０：１５大谷公会堂

１０：２０～１０：２５丸中公会堂

１０：３０～１０：３５森井公民館

１０：４５～１０：５０鳥居多目的集会所

１１：１０～１１：１５奥小野公民館

１１：２５～１１：３０口小野公民館

１１：４０～１１：５０袴狭公民館

１３：００～１３：１０宮内センター

１３：２０～１３：２５長砂公民館

１３：３０～１３：３５水上会館

１３：４５～１３：５５川建工建（株）横

１４：００～１４：１０寺町共同作業所

１４：２０～１４：４０出石総合支所
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
債
権
者

の
皆
さ
ん
に
口
座
振
込
の
方
法
で

支
払
い
を
行
っ
た
場
合
、「
口
座
振

込
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
こ
の

通
知
書
の
送
付
を
廃
止
し
ま
す
。

　

通
知
書
に
替
え
て
、
皆
さ
ん
の

預
金
通
帳
に
、

「
請
求
書
番
号
、

Ｔ（
豊
岡
市
）、

振
込
元
課
名
、

金
額
」
を
印
字

し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療

費
等
の
決
定
通
知
を
兼
ね
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り

「
口
座
振
込
通
知
書
」
を
送
付
し
、

内
容
は
「
振
込
元
課
名
、
金
額
」

を
印
字
し
ま
す
。

　

振
込
元
課
名
は
、
預
金
通
帳
へ

の
印
字
数
が
制
限
（
カ
ナ　

〜　
１２

１５

文
字
程
度
）
さ
れ
る
た
め
略
称
を

使
用
し
ま
す
。

　

略
称
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
請
求
書
番
号
が
あ
る
場

合
と
な
い
場
合
で
は
、
表
示
方
法

が
次
の
と
お
り
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
会
計
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
会
計
課

※
水
道（
簡
易
水
道
は
除
く
）・
下

水
道
の
口
座
振
込
通
知
に
つ
い

て
も
通
知
書
の
送
付
を
廃
止
し

ま
す
。
た
だ
し
、
通
帳
印
字
方

法
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

《
問
合
せ
》
企
業
総
務
課
経
理
係

�　

－

５
３
７
７

２２

請求書番号（英数字記号１１文字以内）＋Ｔ（豊岡市）
＋トヨオカ振込元課名

請求書番号

イケイカカオヨトＴ５４３２１「１２３４５」

イケイカカオヨトＴ６５４３２１「１２３４５６」

オヨトＴ６４３２１．５４３２１「１２３４５」・「１２３４６」

オヨトＴ９４３２１－５４３２１「１２３４５～１２３４９」

【請求書番号がある場合】（会計課の表示例）

【請求書番号がない場合】（会計課・日高○○中学校の表示例）

振込元課名（英数字記号１２～１５文字以内）請求書番号

イケイカカオヨト

なし

ウコツ゛カウュチ○○カ゛タヒ

4
月
1
日
か
ら
 

　
市
か
ら
の
口
座
振
込
通
知
書
を
廃
止
し
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
通
帳
印
字
方
法
を
変
更
し
ま
す
 
　

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用

料
は
、
合
併
時
に
統
一
料
金
を
設

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
急
激
に
負

担
増
と
な
る
地
域
や
階
層
（
使
用

水
量
）
が
あ
っ
た
た
め
、
３
年
間

に
限
り
激
変
緩
和
措
置
を
設
け
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
緩
和
措
置
も
４
月
分
ま
で

で
、
５
月
分（
６
月
請
求
分
）か
ら

は
、
表
の
と
お
り
、
統
一
料
金
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

《
問
合
せ
》
企
業
総
務
課
料
金
係

　

�　

－

５
３
７
７

２２
基本料金（１カ月当たり）

金額（円）
メーター口径
（ｍｍ）

　　６３０１３
　１，０５０２０
　１，５７５２５
　３，１５０３０または４０
　４，７２５５０
１１，５５０７５
１８，９００１００
別に定める１２５以上

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が

5
月
分（
6
月
請
求
分
）か
ら
変
わ
り
ま
す

水量料金（１ｍ３当たり）

金額（円）使用水量（ｍ３）

　５２．５１～１０
１０５．０１１～３０
１３６．５３１～５０
１６８．０５１～１００
１９９．５１０１～５００
２２０．５５０１以上

＋

【水道料金】

基本使用料
（１カ月当たり）

５２５円

従量使用料（１ｍ３当たり）

金額（円）排除汚水量（ｍ３）

　７８．７５１～１０

１５７．５０１１～３０

１８３．７５３１～５０

２１０．００５１～１００

２３６．２５１０１～５００

２６２．５０５０１以上

＋

【下水道使用料】 料金等の計算（例）

水道・下水道を１３ｍｍの水道メーターで１カ月に２５ｍ３使
用した場合

基本料金（６３０円）＋水量料金（５２．５円×１０ｍ３

＋１０５円×１５ｍ３）＝２，７３０円／月
水道料金

基本使用料（５２５円）＋従量使用料（７８．７５円×
１０ｍ３＋１５７．５円×１５ｍ３）＝３，６７５円／月

下水道
使用料

※水道料金＋下水道使用料
２，７３０円＋３，６７５円＝６，４０５円
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水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道水水水水水水水水水水のののののののののの水水水水水水水水水水質質質質質質質質質質検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査項項項項項項項項項項目目目目目目目目目目（（（（（（（（（（浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄水水水水水水水水水水基基基基基基基基基基準準準準準準準準準準値値値値値値値値値値））））））））））とととととととととと水道水の水質検査項目（浄水基準値）と
結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果ををををををををををおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす結果をお知らせします

すべての水質検査において水質基準に適合
　市では、安全・安心な飲料水を家庭にお届けするために、市内の水道浄水場等で定期検査（原
水年１回４０項目、浄水年４回５０項目・毎月９項目）を行っています。定期検査の結果は、す
べての検査において、水質基準に適合していました。今回は、岩中浄水場の水質検査結果を
下記のとおりお知らせします。なお、各浄水場の水質検査結果は、水道課で閲覧できるほか、市
ホームページに掲載していますのでご覧ください。　　　　　　〈問合せ〉水道課�２２‐５３７９

浄水（毎月検査）浄水水質原水水質
浄水基準値項　　目　　名

Ｈ２０年１月２３日採水Ｈ１９年１２月１２日採水Ｈ１９年１２月１２日採水
０個 /ml０個 /ml２２０個 /ml１００個 /ml 以下一般細菌1

健
康
に
関
す
る
項
目

陰性陰性検出なし検出されないこと大腸菌類2
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下カドミウム3
－０．００５mg/l 未満０．００５mg/l 未満０．０５mg/l 以下６価クロム化合物4
－０．００００５mg/l 未満０．００００５mg/l 未満０．０００５mg/l 以下水銀およびその化合物5
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下セレンおよびその化合物6
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下鉛およびその化合物7
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下ヒ素およびその化合物8
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下シアン化物イオンおよび塩化シアン9
－１．１mg/l１．１mg/l１０mg/l 以下亜硝酸性窒素および硝酸性窒素10
－０．０８mg/l０．０８mg/l０．８mg/l 以下フッ素およびその化合物11
－０．１mg/l０．１mg/l１．０mg/l 以下ホウ素およびその化合物12
－０．０００１mg/l 未満０．００００１mg/l 未満０．００２mg/l 以下四塩化炭素13
－０．００５mg/l 未満０．００５mg/l 未満０．０５mg/l 以下１，４‐ジオキサン14
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０２mg/l 以下１，１‐ジクロロエチレン15
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０４mg/l 以下シス-１，２‐ジクロロエチレン16
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０２mg/l 以下ジクロロメタン17
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下テトラクロロエチレン18
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０３mg/l 以下トリクロロエチレン19
－０．００１mg/l 未満０．００１mg/l 未満０．０１mg/l 以下ベンゼン20
－０．００２mg/l 未満－０．０２mg/l 以下クロロ酢酸21
－０．００１mg/l 未満－０．０６mg/l 以下クロロホルム22
－０．００４mg/l 未満－０．０４mg/l 以下ジクロロ酢酸23
－０．００１mg/l－０．１mg/l 以下ジブロモクロロメタン24
－０．００１mg/l－０．０１mg/l 以下臭素酸25
－０．００２mg/l－０．１mg/l 以下総トリハロメタン26
－０．００２mg/l 未満－０．２mg/l 以下トリクロロ酢酸27

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
す
る
項
目

－０．００１mg/l－０．０３mg/l 以下ブロモジクロロメタン28
－０．００１mg/l－０．０９mg/l 以下ブロモホルム29
－０．００８mg/l 未満－０．０８mg/l 以下ホルムアルデヒド30
－０．０１mg/l 未満０．０１mg/l１．０mg/l 以下亜鉛およびその化合物31
－０．０２mg/l 未満０．０２mg/l 未満０．２mg/l 以下アルミニウムおよびその化合物32
－０．０３mg/l０．０３mg/l 未満０．３mg/l 以下鉄およびその化合物33
－０．０１mg/l 未満０．０１mg/l 未満１．０mg/l 以下銅およびその化合物34
－９．５mg/l９．９mg/l２００mg/l 以下ナトリウムおよびその化合物35
－０．００５mg/l０．００５mg/l 未満０．０５mg/l 以下マンガンおよびその化合物36
１１mg/l１０mg/l１１mg/l２００mg/l 以下塩化物イオン37
－４０mg/l４２mg/l３００mg/l 以下カルシウム、マグネシウム等（硬度）38
－８７mg/l９９mg/l５００mg/l 以下蒸発残留物39
－０．０２mg/l 未満０．０２mg/l 未満０．２mg/l 以下陰イオン界面活性剤40
－０．０００００１mg/l 未満０．０００００１mg/l 未満０．００００１mg/l 以下ジェオスミン41
－０．０００００１mg/l 未満０．０００００１mg/l 未満０．００００１mg/l 以下２‐メチルイソボルネオール42
－０．００５mg/l 未満０．００５mg/l 未満０．０２mg/l 以下非イオン界面活性剤43
－０．０００５mg/l 未満０．０００５mg/l 未満０．００５mg/l 以下フェノール類44
０．５mg/l 未満０．２mg/l 未満０．３mg/l 未満５．０mg/l 以下有機物〔全有機炭素（TOC）の量〕45
６．９６．８６．６５．８以上８．６以下pH値46
異常なし異常なし異常なし異常でないこと味47
異常なし異常なし異常なし異常でないこと臭気48
１度未満１度未満１度未満５度以下色度49
０．１度未満０．１度未満０．１度未満２度以下濁度50
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※サービス内容および事業対象者の確認方法などの詳細は、各協賛店に問い合わせください。

（３月１０日現在）

電話番号住　　　　所協　　賛　　店　　名業　　種
４７－１１３１竹野町竹野３３８藤田酒店酒
３２－２２４６城崎町湯島５０７中島物産

お土産

３２－２６５７城崎町湯島５２９伊賀屋
３２－２００２城崎町湯島４４５城崎堂
３２－３０４６城崎町湯島４４０えびす民芸店
３２－２７５２城崎町湯島４３１谷垣物産
３２－２３５２城崎町湯島４０６まるさん物産店
３２－２６４９城崎町湯島４２９ふるや商店
３２－３８１１城崎町湯島４４１花兆庵
３２－２０１４城崎町湯島４１６みなとや商店
３２－２０９５城崎町湯島４１３いたや
３２－２５２６城崎町湯島３７８むぎせん民芸店
３２－２７８３城崎町湯島２７０樽屋六波羅
３２－２０１６城崎町湯島２６５花屋
３２－２５５７城崎町湯島６６６田中物産
３２－２４３７城崎町湯島２６４錦屋物産
３２－２５４３城崎町湯島６７４丸井物産店
３２－２００３城崎町湯島２３５河本商店
３２－２６４０城崎町湯島２２３船谷物産
３２－２１１７城崎町湯島１０５吉田本店
３２－２５９０城崎町湯島１１５まるみ物産店
３２－２１０５城崎町湯島８６細口物産
３２－２６４４城崎町湯島８５井藤物産店
３２－２０５４城崎町湯島８３太田物産店
３２－２３１６城崎町湯島８２出口物産店
３２－２２７０城崎町湯島８５いとう物産
３２－３２１９城崎町湯島９６全但物産店
３２－２１０２城崎町湯島２３４らくや
３２－２６０６城崎町湯島９２細口商店
３２－３５３５城崎町湯島１０１６－２西村屋ホテル招月庭

宿泊施設

３２－２８１４城崎町湯島１０１３ときわ別館
３２－２０４５城崎町湯島５７３つちや
３２－２５０３城崎町湯島４９５城崎温泉　喜楽
３２－２１２１城崎町湯島３７３ゆとうや旅館
３２－２１１４城崎町湯島６４３山本屋
３２－３１２１城崎町湯島７１０月本屋旅館
３２－２８２４城崎町湯島２１９丹波屋旅館
３２－２４１４城崎町湯島２２１心の宿　三國屋
３２－２１３１城崎町湯島７８１ぎゃらりーの宿　つばきの旅館
３２－２９２１城崎町湯島８７６あさぎり荘
３２－４５７１城崎町桃島１２５６大西屋水翔苑
４２－３２７１日高町日置２３－１８　１階パソコン教室　わかるとできる日高校

学習塾
２４－７０００戸牧５００－１国際交流センター地球村
２９－５１２１香住１５－１㈱川嶋建設　プロテックセンター総合建設業

ととととととととととよよよよよよよよよよおおおおおおおおおおかかかかかかかかかか子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援カカカカカカカカカカーーーーーーーーーードドドドドドドドドド事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ににににににににににとよおか子育て家庭応援カード事業に
新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたにににににににににに登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録いいいいいいいいいいたたたたたたたたたただだだだだだだだだだいいいいいいいいいいたたたたたたたたたた協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛店店店店店店店店店店をををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす新たに登録いただいた協賛店を紹介します
　市では、１８歳未満の子どもや妊娠中の方が居る家庭を、商業者などと連携して
応援する「子育て家庭応援カード事業」を昨年１２月から始めました。
　今回は、「とよおか子育て家庭応援の店」として新たに登録いただいた協賛店
を紹介します。
　なお、既登録店は、１２月２５日発行の市広報第６５号および１月２５日発行の市広報
第６７号、２月２５日発行の市広報第６９号をご覧ください。　　　《問合せ》商工課
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。
漏

れ
や
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
豊
岡

社
会
保
険
事
務
所
へ
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
年

金
記
録
に
誤

り
が
な
い
場

合
は
、「
ね
ん

き
ん
特
別

便
」
に
同
封

さ
れ
た
「
確

認
は
が
き
」
を
切
り
取
っ
て
、

「
①
訂
正
が
な
い
」
を
○
で
囲
ん

で
返
送
く
だ
さ
い
。

※「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
つ
い
て

の
質
問
、
問
合
せ
は
左
記
ね
ん

き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

・
月
〜
金
曜
日
：
午
前
９
時
〜
午

後
８
時

・
第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

異
動
等
が
あ
っ
た
ら
手
続
き
を

国
民
年
金
の
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
方
へ

高
齢
者
世
帯
の

　

所
得
の
約
７
割
が

公
的
年
金
・
恩
給
で
す

氏
名
を
変
更
し
た
方
へ

ね
ん
き
ん
特
別
便
のお

知
ら
せ

ねんきん特
別便 
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介
護
の
つ
ど
い
な
ど
に
参
加
し
て
、

当
事
者
同
士
、
思
い
を

分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

▽
介
護
教
室
・
家
族
介

　

護
者
交
流
事
業

　

介
護
の
方
法
や
介
護
予
防
、
健

康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護
し
て
い

る
方
を
一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放

す
る
と
と
も
に
、
日
帰
り
旅
行
に

よ
る
介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
、

心
身
の
元
気
の
回
復
を
支
援
し
ま

す
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
助
け
合
い
な

ど
を
上
手
に
利
用
し
て
、
介
護
の

負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介

護
用
品
支
給
事
業
、
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
等
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
や
財
産
管
理
等
に
つ
い
て
は

左
記
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
認
知
症
等
に
関
す
る
相
談

・
兵
庫
県
但
馬
老
人
性
認
知
症
セ

ン
タ
ー
（
豊
岡
市
戸
牧
１
０
９

４
公
立
豊
岡
病
院
内
）

　

�　

－

１
０
９
０

２２

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
（
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
相
談
・
毎
月
第
２
木

曜
日
・
予
約
制
）

　

�　

－

３
６
６
２

２６

・
財
団
法
人　

認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
兵
庫
県
支
部

　

�
０
７
８－

７
４
１－

７
７
０
７

▽
成
年
後
見
制
度

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
権
利
や
財

産
を
守
る
た
め
の
制
度
で
す
。

【
成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
手
続

　

き
に
関
す
る
こ
と
】

・
神
戸
家
庭
裁
判
所
豊
岡
支
部　

　

�　

－

２
８
８
１

２２

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常

的
な
金
銭
管
理
、
書
類
の
管
理
が

不
安
な
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度

で
す
。

【
利
用
の
問
合
せ
】

・
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
央

　

セ
ン
タ
ー
�　

－

１
３
３
３

４３

　

高
齢
者
の
介
護
･
健
康
･
福
祉

･
暮
ら
し
等
に
関
わ
る
心
配
ご
と

や
相
談
は
、
介
護
保
険
課
、
高
年

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
窓
口
の
一
覧
は
、

　

月　

日
発
行
の
市
広
報
に
掲
載

１２

２５

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

（
最
終
回
） 

シ
リ
ー
ズ
 4

「
介
護
の
負
担
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
に
」 

　
今
回
は
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
等
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

　
先
が
見
え
な
い
の
が
、
介
護
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
「
私
が
頑
張
ら
な

く
ち
ゃ
」
と
い
う
“頑
張
る
人
”ほ
ど
、
介
護
の
負
担
を
一
人
で
抱
え
込
み
、

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
介
護
疲
れ
か

ら
、
心
な
ら
ず
も
虐
待
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
介
護
の
長

丁
場
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
専
門
家
や
地
域
の
人
、
同
じ
経
験
を

し
て
い
る
人
の
力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。 

 

　
《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�
２４
‐２
４
０
１ 

①
同
じ
経
験
を
持
つ
仲
間
と

　
　
　
　
　
　

交
流
し
ま
し
ょ
う

②
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

③
専
門
機
関
や
専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

④
な
ん
で
も
相
談
く
だ
さ
い

法
投
棄
は
、
年
間　

件
前
後
で
あ

２０

り
、
後
を
絶
た
な
い
の
が
実
態
で

す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
地

元
の
清
掃
活
動
等
で
回
収
し
て
い

ま
す
が
、
中
に
は
到
底
人
手
だ
け

で
は
回
収
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
処
理
に
は
多
額
の
費
用
と

人
手
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
不
法

投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
等

の
設
置
や

警
察
等
と

の
連
携
を

継
続
し
つ

つ
、
新
た

に
監
視
カ

　

市
で
は
、
不
法
投

棄
監
視
カ
メ
ラ
（
以

下
、
監
視
カ
メ
ラ
）

を
導
入
し
、
不
法
投

棄
対
策
を
強
化
し
ま

す
。

　

市
で
処
理
す
る
不

メ
ラ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
法
投
棄
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

【
監
視
カ
メ
ラ
導
入
の
目
的
】

・
不
法
投
棄
の
未
然
防
止

・
行
為
の
映
像
を
撮
影
し
て
原
因

者
を
特
定
し
、
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
を
指
導
お
よ
び
警
察
へ

の
告
発

【
監
視
カ
メ
ラ
の
概
要
】

・
車
両
や
人
物
を
自
動
的
に
感
知

し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
撮
影
が
可

能
・
可
動
式
の
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
監
視
場
所
の
移
動
が
可
能

・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

電
気
が
通
っ
て
い
な
い
山
中
で

も
設
置
が
可
能

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

▲不法投棄監視カメラ

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ 

　
　
　  

を
導
入
し
ま
す 

〜
不
法
投
棄
根
絶
に
向
け
て
対
策
を
強
化
〜 
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広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
必
要
性 

■
な
ぜ
広
域
化
す
る
の
？

　

な
ぜ
ご
み
処
理
施
設
を
広
域
化

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
大

き
く
分
け
て
３
つ
。
①
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
発
生
抑
制
対
策
、
②
施
設
建

設
経
費
と
運
転
経
費
の
低
減
、
③

エ
ネ
ル
ギ
ー（
熱
）回
収
効
率
の
向

上
（
環
境
負
荷
の
低
減
）
で
す
。

　
　

年
ほ
ど
前
、
大
阪
府
能
勢
町

１０
で
ご
み
処
理
施
設
か
ら
高
濃
度
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
、
日
本

中
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
を
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
最
優
先
す
べ
き
こ
と
は

「
健
康
被
害
を
出
さ
な
い
」
こ
と

で
す
。

　

市
民
の
方
か
ら
、「
ご
み
処
理
施

設
が
大
型
施
設
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、

計
画
し
て
い
る
広
域
施
設
の
焼
却

炉
は
、
ご
み
ベ
ー
ス
で
１
日
当
た

り
１
５
７
ト
ン
の
規
模
で
、
北
但

の
現
施
設
３
カ
所
の
合
計
１
９
８

ト
ン
を　

％
縮
小
し
た
規
模
と
な

２０

り
ま
す
か
ら
、「
大
型
化
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
新
た
な
広
域
ご
み
処
理

施
設
な
ど
必
要
な
い
。
今
あ
る
施

設
を
使
い
続
け
て
、
古
く
な
っ
て

も
直
せ
ば
い
つ
ま
で
も
使
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
話
も
聞
き

ま
す
が
、
こ
れ
は
性
能
保
証
の
限

界
を
無
視
し
た
話
で
す
の
で
、
論

外
で
し
ょ
う
。

　

ご
み
処
理
施
設
は
、
余
裕
を

持
っ
て
安
全
・
確
実
に
処
理
で
き

る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

能
力
不
足
の
施
設
で
い
つ
も
フ
ル

回
転
の
施
設
で
は
、
安
心
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
北
但
行
政
事
務
組
合
で

は
、
学
識
者
や
市
民
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
候

補
地
選
定

委
員
会
に

よ
り
候
補

地
の
選
定

作
業
が
行

わ
れ
、
新

し
い
候
補

地
が
決
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
が
順
調
に
進
む
と
、
平
成

　

年
度
に
最
終
的
な
焼
却
炉
の
規

２１模
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
当
然
、
ご
み
量
の
将
来
予
測

も
精
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
将
来

に
向
け
て
ど
れ
だ
け
減
量
で
き
る

か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

■
そ
れ
で
も

　
　
　
「
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

市
で
は
、
ご
み
量
最
多
の
平
成

　

年
度
を
基
準
に
、
年
間　

％
削

１２

２０

減
を
目
指
し
て
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
ご
み

減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
結

果
、
平
成　

年
度
で　

％
強
の
減

１９

２０

量
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
ご
み
」は
今
す
ぐ
ゼ
ロ
に
な
り

ま
せ
ん
。
ご
み
減
量
の
取
組
み
は

引
き
続
き
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
減
量
を
基
本
に
、
広
域
ご

み
・
汚
泥
処
理
施
設
は
適
正
規 

模
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
ご
み
は
減
量
し
、
同
時
に
資
源

化
率
を
高
め
る
」
こ
れ
が
目
指
す

べ
き
方
向
で
す
。
ご
み
問
題
は
そ

の
ま
ま
地
球
温
暖
化
問
題
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。《
問
合
せ
》生
活
環
境
課

より良い環境を次の世代へ 

▲コウノトリの自然放鳥（平成１９年 
　９月、城崎町楽々浦)

３ 環境基本計画 
　環境行動をするときの考え方は、次の３つとしました。この基本理念 
をすべての環境行動の基礎にして、市民や事業者の皆さんと市が、それ 
ぞれに、また、相互に協力しながら、環境を良くする行動の輪を広げて 
いきましょう。 
　なお、計画書は、コウノトリ共生課および図書館本館、各分館で閲覧 
できるほか、市ホームページでもご覧いただけます。 

《問合せ》コウノトリ共生課 

①豊岡に住み、豊岡を訪れるすべて 
　の者が当たり前のこととして、人 
　とコウノトリが共に生きるまちに 
　ふさわしい行動をとります。 
　コウノトリを人里に戻すということは、
日々の暮らしの中で人とコウノトリが
お互いに認め合うことです。すべての
市民が当たり前のこととして（無意識に、
普通に）人とコウノトリが共に生きる
まちにふさわしい環境行動をとってほ
しいという願いを込めました。 

②良好な環境は先人から 
　受け継いだものである 
　ことを認識し、次の世 
　代に引き継ぎます。 
　先人が、長い年月をかけ
て築いてきた今の環境を受
け継いだ私たちには、その
環境をより良い環境にして
次の世代の子どもたちにつ
ないでいく責任があります。 

③地域ごとに異なる環境 
　に応じ、地域の個性を 
　生かして取り組みます。 

　合併により広大になった
市域に、地域ごとに異なる
地形、自然、風土、生業が
あります。それぞれの地域
が誇りうる宝物を大切にし、
それを生かした取組みを進
めます。 

なりわい 

「基本理念」 

分ければ資源 マイバッグでごみ減量
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２
月　

日
、
災
害
発
生
時
の
防

２５

災
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

但
馬
緑
化
協
会
豊
岡
支
部
（
支
部

長　

荒
田
美
好
さ
ん
、
会
員　

事
１０

業
者
）
と
災
害
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
、

市
の
要
請
に
応
じ
て
、
同
支
部
か

ら
倒
木
等
に
伴
う
障
害
物
の
除
去

作
業
等
に
際
し
て
の
建
設
資
機
材

等
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
豊
か
な
自
然
環
境

２２

と
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
型
環
境
旅
行
の
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
た

け
の
ス
タ
イ
ル
」
の
推
進
協
議
会
設

立
総
会
が
、
竹
野
北
前
館
（
竹
野

町
竹
野
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」
は
、

北
前
館
総
支
配
人
や
た
け
の
観
光

協
会
会
長
ら
が
発
起
人
と
な
り
、

町
内
外
の
事
業
者
か
ら
会
員
を
募

り
、
自
然
豊
か
な
竹
野
町
の
魅
力

を
生
か
し
た
体
験
型
旅
行
を
提
案

す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
中
学
・
高
校
生
の
修
学
旅

行
に
狙
い
を
定
め
、
旅
行
客
の
受

付
け
か
ら
宿
泊
先
の
紹
介
、
浜
辺

で
の
塩
作
り
や
ス
ノ
ー
ケ
ル
、
里

山
体
験
、
農
業
体
験
な
ど
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
を
一
体
的

に
行
い
ま
す
。

　

設
立
総
会
で
は
、
た
け
の
観
光

協
会
会
長
の
岩
井
美
晴
さ
ん
が

「
天
の
時
、
地
の
利
、
今
が
そ
の

時
、
竹
野
の
発
展
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
、

中
貝
市
長
は
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
必
ず
成
功
し
ま
す
。
市
も
全

力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

た
け
の
ス
タ
イ
ル
推
進
協
議
会
が
発
足

体
験
型
環
境
旅
行
誘
致
に
新
戦
略

但
馬
緑
化
協
会
豊
岡
支
部
と
災
害
協
定
締
結

災
害
時
の
応
急
対
応
業
務
に
強
い
味
方

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
２
月
】

　

日
・
第
５
回
東
井
義
雄
賞「
い

１６

の
ち
の
こ
と
ば
」入
賞
作

品
発
表
会
・
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　

日
・
山
本
か
な
え
経
済
産
業
大

１７

臣
政
務
官
が
、環
境
共
生
・

農
商
工
連
携
促
進
の
た
め

視
察
来
市

　

日
・
但
馬
地
域
政
策
懇
話
会

１９
　

日
・
韓
国
小
・
中
・
高
校
教
師
視

２０

察
研
修
団
来
市

　

日
・
た
け
の
ス
タ
イ
ル
推
進
協

２２

議
会
設
立
総
会

　

日
・
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に

２４

ま
つ
り

　
　

・
但
馬
・
播
磨
広
域
観
光
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
・
芝
居
小
屋「
永
楽
館
」こ
け

２５

ら
落
と
し
講
演
記
者
発
表

　
　

・
但
馬
緑
化
協
会
豊
岡
支
部

と
災
害
協
定
締
結

　

日
・（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸

２６

島
湿
地「
野
鳥
観
察
棟
」寄

贈
式

　

日
・
も
の
づ
く
り
講
演
会

２９【
３
月
】

３
日
・
平
成　

年
災
害
復
旧
・
復

１６

興
事
業
竣
工
式

　
　

・
防
災
と
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

８
日
・
こ
う
の
と
り
感
謝
祭

　

日
・
香
住
・
出
石
町
伊
豆
に
コ

１１

ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
設
置

　

日
・
但
東
町
唐
川
に
コ
ウ
ノ
ト

１２

リ
人
工
巣
塔
設
置

　

２
月　

日
、
水
面
に
浮
く
「
野

２６

鳥
観
察
棟
」
が（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ

ウ
の
戸
島
湿
地
に
完
成
し
、
寄
贈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
野
鳥
観
察
棟
は
、
財
団
法

人
宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
受
け
た

財
団
法
人
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備

セ
ン
タ
ー
が
建
設
し
ま
し
た
。

　

地
盤
の
緩
い
湿
地
に
野
鳥
観
察

施
設
を
設
け
る
に
あ
た
り
、
日
本

大
学
生
物
資
源
科
学
部
の
糸
長
浩

司
教
授
に
協
力
い
た
だ
き
、
湿
地

水
面
に
浮
く
野
鳥
観
察
棟
を
実
現
。

こ
れ
に
よ
り
、
水
辺
に
集
ま
る
水

鳥
な
ど
と
同
じ
目
線
で
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
野
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
生

き
も
の
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

▲来賓あいさつをする中貝市長（右）
とたけのスタイル推進協議会会長
の世良純一さん（左）、副会長の岩
井美晴さん（中央）

（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地「
野
鳥
観
察
棟
」を
市
へ
寄
贈

生
き
も
の
と
の
共
生
は
同
じ
目
線
で
見
る
こ
と
か
ら

▲野鳥観察棟の観察窓から
湿地を眺める中貝市長

▲水に浮く野鳥観察棟

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト

整
備
セ
ン
タ
ー
の
前
田
光
雄
理
事

が
「
水
に
浮
く
野
鳥
観
察
棟
を
活

用
し
、
湿
地
や
川
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

と
話
す
と
、
目
録
を
受
け
取
っ
た

中
貝
市
長
は
「
木
の
香
り
が
す
る

す
て
き
な
建
物
を
寄
贈
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
っ
と
野
鳥

が
観
察
で
き
、
湿
地
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
り
ま
す
。
早
く
こ
こ
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
観
察
し
て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
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３
月　

日
、
日
高
町
知
見
と
養

２３

父
市
八
鹿
町 
馬  
瀬 
を
結
ぶ
一
般
県

ま 

ぜ

道
十
戸
養
父
線「
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
」

（
事
業
延
長
２
、７
７
２
メ
ー
ト
ル
、

う
ち
ト
ン
ネ
ル
延
長
１
、５
６
３

メ
ー
ト
ル
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
着
手
し
た
こ
の

１３

事
業
は
、
初
め
豊
岡
市
と
養
父
市

が
市
道
知
見
八
鹿
線
と
し
て
ト
ン

ネ
ル
本
体
お
よ
び
取
り
付
け
道
路

工
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
県
が
引

き
継
い
で
県
道
十
戸
養
父
線
の
改

良
事
業
と
し
て
舗
装
な
ど
仕
上
げ

工
事
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

両
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
た
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
民
間
業
者
が

発
注
者（
市
）の
利
益
を
考
え
て
設

計
の
検
討
、
工
程
・
品
質
・
コ
ス

ト
管
理
、
関
係
機
関
の
調
整
な
ど

の
業
務
を
代
行
す
る
Ｃ
Ｍ
（
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
方
式
を
全
国
の
自
治
体
で
初

め
て
採
用
し
、
関
係
者
の
耳
目
を

集
め
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

よ
り
、
交
通
不
能
区
間
が
解
消
さ

れ
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
避
難

路
お
よ
び
国
道
３
１
２
号
の
代
替

路
線
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、

両
市
の
地
元
地
域
で
は
、
相
互
の

交
流
と
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
、
県
立
豊
岡
総
合
高

２２

等
学
校
か
ら「
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
」
の
ジ
オ
ラ
マ（
立
体
模

型
）を
、市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
オ
ラ
マ
は
、
県
立
豊
岡

総
合
高
等
学
校
環
境
建
設
工
学
科

建
築
専
攻
の
昨
年
度
の
３
年
生　
１０

人
と
、
今
年
度
の
３
年
生
の
７
人

に
よ
り
２
年
が
か
り
で
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
縦
２
０
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
１
３
６
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
高
さ　

セ
ン
チ
メ
ー

４５

ト
ル
の
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

に
入
れ
ら
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
区
域
を
約
１
０
０
０
分
の
１

の
縮
尺
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
生
徒
を

代
表
し
て
出
崎
智
絵
美
さ
ん
は
、

「
完
成
し
て
う
れ
し
い
で
す
。
一
般

公
開
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
含
め

た
全
体
像
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
贈
呈
を
受
け
た
松
島
興
治

郎
館
長
は
「
環
境
学
習
な
ど
に
役

立
て
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

県
立
豊
岡
総
合
高
等
学
校
か
ら
ジ
オ
ラ
マ「
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」の
寄
贈
を
受
け
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
な
っ
た
気
分
で
ご
覧
く
だ
さ
い

養父市 

豊岡市 

十戸養父線 
（供用開始区間） 

養父市役所 養父市役所 

知見 

植村直己冒険館 

珍坂トンネル 

馬瀬 

482

9

Ｎ 

豊
岡
か
ら
日
本
が
変
わ
る
!?
 

　

元
気
の
出
る
本
を
２
冊
。

　

１
つ
は
、
東
京
大
学
の
保
全
生

態
学
の
教
授
で
あ
る
鷲
谷
い
づ
み

さ
ん
が
編
集
さ
れ
た
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
贈
り
物
」
で
す
。
こ
の
本
の

中
で
、
鷲
谷
さ
ん
は
�
環
境
Ｓ
Ｆ
�

と
自
ら
呼
ば
れ
る
物
語
を
書
い
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
　

年
後
の
日
本
の
あ
る
町
の
お

５０
話
で
す
。
豊
岡
で
放
さ
れ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
が　

年
ほ
ど
前
か
ら
各
地

４０

に
移
住
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
町
に
は
、
星
が
流
れ
る
日
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。

人
々
は
喜
び
、
自
然
再
生
を
さ
ら

に
進
め
、
今
で
は
常
時
数
十
羽
が

住
む
ほ
ど
に
自
然
が
豊
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
５
月　
２０

日
は
日
本
の
「
自
然
共
生
社
会
の

日
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　
５０

年
前
に
豊
岡
で　

年
ぶ
り
に
コ
ウ

４３

ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
た
そ
の

日
は
、
日
本
の
自
然
共
生
社
会
へ

の
転
換
に
と
っ
て
象
徴
的
な
日
だ

か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

鷲
谷
さ
ん
の
Ｓ
Ｆ
は
、
豊
岡
か

ら
各
地
に
飛
び
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
地
域
を
変
え
、
日
本
を
変
え

る
、
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
シ
ナ

リ
オ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
日
本
野
鳥
の
会

の
会
長
で
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
も
あ
る

俳
優
の
柳
生　

博
さ
ん
の
「
和
暦

で
暮
ら
そ
う
」
と
い
う
本
で
す
。

そ
の
あ
と
が
き
の
中
で
、
柳
生
さ

ん
は
豊
岡
を
褒
め
称
え
、
豊
岡
の

人
々
の
情
熱
と
意
識
・
教
養
の
高

さ
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
、
と
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　

そ
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
。

　
「
豊
岡
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
そ
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
遠
か
ら

ず
、
日
本
の
歴
史
が
豊
岡
か
ら
変

わ
り
ま
す
」

　

環
境
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な

り
、
絶
望
感
す
ら
漂
う
中
で
、
豊

岡
の
人
々
の
努
力
が
、
世
の
中
を

勇
気
づ
け
て
い
る
の
で
す
。
こ
り
ゃ
、

も
っ
と
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
。
豊

岡
は
、
５
月　

日
を
「
生
き
も
の

２０

共
生
の
日
」
に
し
ま
す
。

▲県立豊岡総合高校の生徒らと寄贈を受け
たジオラマ

一
般
県
道
十
戸
養
父
線「 
珍  
坂 
ト
ン
ネ
ル
」が
開
通

ち
ん 
ざ
か

日
高
と
八
鹿
を
結
ぶ
新
ア
ク
セ
ス
道
路
に
期
待
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２
月　

日
、 
上  
之  
山 
幸
代
さ
ん
の
ア
ル
パ
（
南
米

う
え 

の 

や
ま

２９

の
ハ
ー
プ
）
と
ト
ー
ク
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
城
崎
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約　

人
が

９０

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
城
崎
地
区
公
民
館
竣
工
記

念
事
業
と
人
権
教
育
研
修
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
城

崎
小
学
校
５
・
６
年
生
約　

人
も
参
加
し
ま
し
た
。

６０

　

小
学
校
な
ど
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
務
め
る
上
之
山

さ
ん
は
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
で
出
合
っ
た
ア
ル
パ
を

演
奏
し
な
が
ら
、助
け
合
い
、心
ふ
れ
あ
い
、感
謝
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
か
け
ま
し
た
。
お
礼
に
花

束
を
贈
呈
し
た 
仲  
路  
愛  
里 
さ
ん（
６
年
）は
、「
今
ま
で

な
か 

じ 

あ
い 

り

何
気
な
く
言
っ
て
い
た『
い
た
だ
き
ま
す
』を
こ
れ
か

ら
は
心
を
込
め
て
言
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、「
第　

回
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま

２４

１７

つ
り
」
が
津
居
山
港
の
小
島
岸
壁
で
開
催
さ
れ
、
観

光
客
ら
約
６
千
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
カ
ニ
漁
期
の
無
事
を
願
い
、
地

元
海
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
開
催
し
、
カ
ニ
の
即

売
や
ゲ
ー
ム
、
大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
気
の
「
素
人
新
鮮
う
ま
い
も
の
競
り
市
」
で

は
、
松
葉
が
に
や
但
馬
牛
が
市
価
の
半
値
以
下
で
買

え
る
と
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は

気
迫
の
こ
も
っ
た
掛
け
声
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
た
め
神
戸
市
か
ら
訪

れ
た
中
西
康
博
さ
ん
は
、「
予
定
通
り
の
価
格
で
競
り

落
せ
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

２
月　

日
、
海
水
か
ら
の
塩
作
り
が
体
験
で
き
る

２３

「
誕
生
の
塩
工
房
」
が
竹
野
町
竹
野
の
浜
辺
に
完
成

し
、
関
係
者
ら　

人
が
見
守
る
中
、
塩
た
き
釜
の
火

２５

入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
房
は
、
た
け
の
観
光
協
会
の
会
員
ら
が
手

作
り
で
建
て
た
も
の
で
、
同
町
の
海
岸
沿
い
に
あ
る

地
名
「
誕
生
」
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
房
に
は
、
約
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
の
海
水
を
煮
つ

め
て
い
く
塩
た
き
釜
や
、
煮
つ
め
た
海
水
を
塩
に
仕

上
げ
る
か
ま
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
体
験
型
環
境
旅
行
の
誘
致
を
積
極
的
に

推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▲アルパ（右）の音色と楽しいトークに聞き入る参加
者たち

▲この日一番目のせりで松葉がにを最安値９００円で競り
落とし、喜ぶ参加者

「
誕
生
の
塩
工
房
」
火
入
れ
式

た
け
の
ス
タ
イ
ル
の
目
玉
に
！

▲塩たき釜に火入れを行い工房の完成を祝う関係者ら

第　

回
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ
り

１７威
勢
の
い
い
掛
け
声
で

会
場
は
熱
気
ム
ン
ム
ン

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ル
パ
の
す
が
す
が
し
い

音
色
に
う
っ
と
り
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

３
月
９
日
、
第
３
回
出
石
地
域
親
善
卓
球
大
会
が
、

出
石
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
出
石
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
公
民
館
主
催
の
大
会
と
合
わ

せ
る
と
今
回
で　

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

３８

　

当
日
は
、
男
女
８
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
計　
１２

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
熱
の
こ

も
っ
た
競
技
を
展
開
し
ま
し
た
。　

　

優
勝
し
た
福
住
Ａ
チ
ー
ム
は
「　

年
ぶ
り
に
優
勝

１５

で
き
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
賞
状
を
手
に
し
て
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
幅
広
い
年
代
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る

音
楽
情
報
番
組
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
朝
日
放
送
）
で
、
円
山
川
に
架
か
る
赤
崎
橋
歩
道
橋

（
日
高
町
赤
崎
）（
通
称
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
）

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
は
、
日
本
一
長
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

で
、
欄
干
に
全
部
で　

枚
の
音
盤
が
取
り
付
け
ら
れ

９６

て
お
り
、
順
に
た
た
い
て
い
く
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
第
九
・
よ
ろ
こ
び
の
う
た
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
奏
で
ら
れ
ま
す
。
赤
崎
区
で
は
、
毎
年
、
小
学
１

年
生
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
音
盤
を
た
た
く
バ
チ

（
マ
レ
ッ
ト
）が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
な
が
ら
通
学
し
て
い
ま
す
。

▲通学途中に音盤をたたく子どもたち

　

３
月
１
日
、
食
育
講
演
会
（
但
東
青
少
年
健
全
育

成
子
育
て
応
援
団
主
催
）
が
合
橋
地
区
公
民
館
で
行

わ
れ
、
子
育
て
中
の
方
な
ど　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３７

　

講
演
は
、
管
理
栄
養
士
の
岡
�
典
子
さ
ん
（
豊
岡

市
津
居
山
）
が
「
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の
根
っ
こ

を
育
む
食
育
」
と
題
し
て
、「
味
覚
は
９
歳
ま
で
の
食

事
で
形
成
さ
れ
ま
す
。
主
食
は
パ
ン
よ
り
ご
飯
や
み

そ
汁
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら

に
徳
育
、
体
育
、
知
育
の
土
台
が
食
育
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く「
食
」

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
毎
日
食
べ
る
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
、
個
々
に
メ
モ
を
取
り
、
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲「子育てのゴールも一緒に考えてみましょう」と食育
について講演する岡�典子さん

出
石
地
域
親
善
卓
球
大
会

元
気
な
応
援
に

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
続
々

▲練習の成果を披露しようと熱のこもった試合をする選手
たち

赤
崎
橋
が
音
楽
情
報
番
組
で
紹
介

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る

意
外
な
も
の

食
育
講
演
会

あ
な
た
の
子
育
て
の

ゴ
ー
ル
は
ど
こ
で
す
か
？
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夏
の
夜
、
暗
闇
の
中
で
ほ
の
か

な
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
。
そ
の
光
景
は
見
る
者
の
心

を
和
ま
せ
、
し
ば
し
幻
想
的
な
世

界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
河
川
の
汚
濁

や
湿
地
の
消
失
な
ど
の
環
境
変
化

に
よ
り
、
今
で
は
田
舎
で
も
こ
の

美
し
い
情
景
を
目
に
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
出
石

地
域
で
ホ
タ
ル
の
養
殖
に
取
り
組

む
徳
網
武
男
さ
ん
は
「
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
情
景

を
取
り
戻
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

徳
網
さ
ん
が
ホ
タ
ル
の
養
殖
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
平
成　

年
１６

の
台
風　

号
の
被
災
で
、
恵
ま
れ

２３

た
豊
か
な
自
然
が
失
わ
れ
、
そ
こ

に
生
息
す
る
ホ
タ
ル
が
絶
滅
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

奥
山
区
で
は
村
お
こ
し
の
一
環

と
し
て
、「
蛍
ま
つ
り
」
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
被
災
後
、

ホ
タ
ル
は
い
な
く
な
り
、
伝
統
の

蛍
ま
つ
り
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
徳
網
さ
ん
は
、
西
脇
市

で
ホ
タ
ル
の
養
殖
を
専
門
と
す
る

方
か
ら
養
殖
の
い
ろ
は
を
学
び
、

平
成　

年
に
、
同
区
で
養
殖
を
始

１７

め
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
取
り
か
か
っ
た
の

は
、
養
殖
を
す
る
場
所
と
環
境
づ

く
り
で
す
。
同
区
内
に
あ
る
自
身

所
有
の
田
ん
ぼ
に
土
を
入
れ
て
集

め
た
石
や
岩
を
組
み
合
わ
せ
、
ビ

オ
ト
ー
プ
を
作
り
上
げ
た
後
、
近

く
を
流
れ
る
川
か
ら
水
を
入
れ
、

ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
清

流
で
し
か
生
息
で
き
な
い
た
め
、

泥
が
溜
ま
る
と
適
応
で
き
ず
生
育

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

徳
網
さ
ん
は
貯
水
槽
と
生
息
槽

を
分
離
さ
せ
、
貯
水
槽
に
泥
溜
ま

り
を
設
け
、
生
息
槽
に
は
ろ
過
さ

れ
た
水
が
流
れ
込
む
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
普
段
目
に
す
る
ホ
タ

ル
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
で
す
。

　

約　

種
も
存
在
す
る
ホ
タ
ル
の

５０

中
で
、
幼
虫
時
期
に
水
中
で
過
ご

す
の
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
含
め
て

わ
ず
か
３
種
類
。
こ
れ
ら
は
、
４

月
中
旬
に
な
る
と
幼
虫
が
水
中
か

ら
陸
に
上
が
り
、
土
中
や
草
木
の

裏
な
ど
で 
繭 
を
つ
く
っ
て
羽
化
を

ま
ゆ

じ
っ
と
待
ち
ま
す
。
時
期
が
く
る

と
、
繭
を
破
っ
た
成
虫
が
土
か
ら

は
い
出
し
て
宙
を
飛
び
交
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
変
態
を
行
い
な

が
ら
生
活
空
間
を
変
え
て
い
く
昆

虫
は
珍
し
く
、
生
き
延
び
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
適
応
し
て

き
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
水
・
陸
・
空
の

ど
れ
１
つ
の
環
境
で
も
汚
濁
さ
れ

▲消えたホタルの光を復活させようとホ
タルの養殖に取り組む徳網さん。仕事の
傍ら、ホタルの生育管理に力を注いでい
る。趣味は川釣りとレース鳩の育成

　出石地域には、一度消えたホタルの光を取り戻そうと、養殖に取り
組んでいる男性がいます。この取組みを通じて、地域の活性化を図ろ
うとする、その取組みを紹介します。

消えたホタルの光を取り戻して
区に明るい未来を

徳網　武男さん（６２歳）出石町奥山在住

▲ゲンジボタルの幼虫。４月ごろになると陸に
上がり、成虫へと変態する

る
と
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
生
息
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
は
豊
か
な
自
然
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
ま
す
。

　

徳
網
さ
ん
が
製
作
し
た
ビ
オ

ト
ー
プ
に
は
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が

約
５
、０
０
０
匹
も
養
殖
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

養
殖
は
、
自
然
環
境
保
護
や
地

域
活
性
化
、
さ
ら
に
は
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
る
活
動
と
も
い
え

ま
す
。

　

徳
網
さ
ん
は
「
再
び
こ
の
区
に

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
復
活

さ
せ
、
ホ
タ
ル
を
見
に
訪
れ
た

人
々
に
感
動
を
与
え
た
い
」
と
無

数
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
光
り
に

想
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
環
境
に
し
か

生
息
で
き
な
い
ホ
タ
ル

養
殖
の
で
き
る　
　
　

　
　
　
　

環
境
づ
く
り

▲

ビ
オ
ト
ー
プ
で
幼
虫
の
成
育
状
況

を
確
認
す
る
徳
網
さ
ん

養
殖
を
通
じ
て　
　
　

　
　

地
域
の
活
性
化
に

消
え
た
ホ
タ
ル
の
光
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毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後

１
時
に
な
る
と
、
城
崎
地
区
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
か
ら
南
国
を
連

想
さ
せ
る
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。

　

こ
こ
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練
習
を

し
て
い
る
の
は
「
城
崎
フ
ラ
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
。
ダ
ン

ス
を
通
し
て
心
も
体
も
元
気
に
保

と
う
と
、
平
成　

年
４
月
に
発
足

１９

し
、
現
在
、　

人
が
活
動
し
て
い

１６

ま
す
。
代
表
を
務
め
る
田
中
美
智

代
さ
ん（
城
崎
町
湯
島
）は
「
フ
ラ

ダ
ン
ス
は
気
分
転

換
に
も
っ
て
こ
い

の
踊
り
で
す
」と
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
話

し
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、ハ
ワ
イ
州（
ア

メ
リ
カ
）
で
発
祥
し
た
踊
り
で
、

　

種
類
以
上
も
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、

５０左
右
の
足
へ
体
重
を
載
せ
替
え
な

が
ら
、
体
全
体
を
使
っ
て
踊
り
ま

す
。
も
と
も
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
ハ
ワ
イ
の

人
々
が
、
神
話
や
歴
史
を
言
葉
と

踊
り
で
伝
え
て
き
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
踊
り
手
は
、
波
や

魚
、
風
、
木
、
大
地
に
加
え
、
人
々

の
気
持
ち
や
物
語
な
ど
、
振
り
付

け
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
感
じ
な

が
ら
体
で
表
現
し
ま
す
。

　

同
サ
ー
ク
ル
の
特
徴
は
、
笑
み

が
絶
え
な
い
こ
と
。
練
習
前
後
の

空
い
た
時
間
で
も
ダ
ン
ス
や
世
間

話
に
花
が
咲
き
、
笑
み
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
練
習
日
に
は
、
お
気

に
入
り
の
レ
イ
と
い
わ
れ
る
花
の

首
飾
り
と
独
特
の
色
使
い
で
作
ら

れ
た
パ
ウ
ス
カ
ー
ト
を
身
に
着
け
、

南
国
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
「
ゆ
っ
た
り
と
し

た
動
き
の
中
で
も
適
度
に
体
を
動

か
す
の
で
、
良
い
運
動
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

▲講師の指導を受けながら曲に合わせて踊
るメンバー

『
城
崎
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』（
城
崎
）

み
ん
な
で
楽
し
く
憩
い
の
ひ
と
と
き

　

３
月
３
日
、

こ
く
ふ
保
育
園

で
は
、「
お
ひ
な

さ
ま
ま
つ
り
」

と「
お
誕
生
日

会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
３
月
生
ま
れ
の
園
児

　

人
が
名
前
や
好
き
な
食
べ
物
な

１０ど
自
己
紹
介
を
し
、
全
員
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
ひ
な
さ
ま
ま
つ
り

が
行
わ
れ
、
先
生
が
「
桃
の
節
句
」

に
つ
い
て
園
児
た
ち
に
話
し
ま
し

た
。「
３
色
ひ
し
も
ち
の
緑
色
は
、

雪
の
下
で
伸
び
ゆ
く

新
芽
を
、
白
色
は
大

地
を
覆
う
溶
け
ゆ
く

雪
を
、
ピ
ン
ク
は
雪

の
上
で
芽
吹
く
桃
を

表
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
説
明
す
る
と
園
児
た
ち
は

「
へ
ぇ
〜
」と
大
き
な
声
で
う
な
づ

い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
は
、

み
ん
な
で
一
緒

に
「
お
ひ
な
さ

ま
」
の
歌
を
元

気
に
歌
い
ま
し
た
。

　

歌
の
後
は
、一
人
ひ
と
り
に「
ひ

な
あ
ら
れ
」
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
し
ょ
う
ゆ
・
砂
糖

な
ど
に
味
付
け
さ
れ
た
あ
ら
れ
を

 
聖  
恩 
く
ん（
４
歳
）

し 

お
ん

と 
怜  
也 
く
ん

れ
い 

や

（
４
歳
）も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ぁ
、
今
度
は
、

先
生
た
ち
の
楽
し

い
演
劇
の
始
ま
り
。

「
パ
ン
パ
ン
パ
ン

の
フ
ラ
イ
パ
ン
」

で
す
。

　

森
の
中
を
舞
台
に
ネ
ズ
ミ
・
ウ

サ
ギ
・
ネ
コ
・
ク
マ
が
登
場
し
、

コ
ッ
ク
さ
ん
が
大
き
な
フ
ラ
イ
パ

ン
で
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
な
ど
を
次
々
に
焼
き
上
げ
て
い

ま
し
た
。
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る

動
物
た
ち
を
、 
大  
貴 
く
ん
（
５
歳
）

だ
い 
き

も
楽
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
お

内
裏
様
と
お
ひ

な
様
を
か
た
ど

っ
た
お
ひ
な
さ

ま
寿
司
を
み
ん

な
で
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
催
し
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
催
し
が

い
っ
ぱ
い
！

い
っ
ぱ
い
！

2

こ
く
ふ
保
育
園 （
日
高
町
野
々
庄
） 

〈
園
児
１
１
５
人
〉 

今
日
は
楽
し
い
お
ひ
な
さ
ま

今
日
は
楽
し
い
お
ひ
な
さ
ま

ま
つ
り
！

ま
つ
り
！

演
劇
と
お
ひ

演
劇
と
お
ひ

な
さ
ま
寿
司

な
さ
ま
寿
司

で
大
満
足
！

で
大
満
足
！

お
菓
子
ち
ょ
う
だ
い
！

お
菓
子
ち
ょ
う
だ
い
！
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シ
リ
ー
ズ 

6

各
地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
は 

　
　
　
　
　
　
子
育
て
を
応
援
す
る
場
所
で
す 

　

復
原
後
の
こ
け
ら
落
と
し
公
演

と
し
て
、
上
方
歌
舞
伎
界
の
ホ
ー

プ
、
片
岡
愛
之
助
さ
ん
ら
に
よ
る

「
歌
舞
伎
」興
行
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　

２
月　

日
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ

２５

出
石
・
永
楽
館
通
信 

永
楽
館
柿
落
公
演
決
定
！ 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽
館
」 

に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

⑧ 

こ
け
ら
お
と
し 

　

市
内
の
各
地
域
に
は
、
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
が
気
軽
に
集
い
、

育
児
相
談
な
ど
を
身
近
に
で
き
る

子
育
て
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

●
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る

親
子
の
グ
ル
ー
プ
活
動

　

親
子
で
の
共
通
体
験
を
通
じ
て

子
育
て
の
学
び
と
な
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
親
子
と
も
友
達
の
輪

が
広
が
り
ま
す
。
月
２
回
程
度
開

催
し
、
親
子
遠
足
、
リ
ズ
ム
遊
び
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
い
っ
た
季
節
の

行
事
な
ど
楽
し
い
事
業
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。（　

ペ
ー
ジ
に
関
連
記

３９

事
）

●
遊
び
の
場

　

天
候
に
関
係
な
く
、
親
子
で
自

由
に
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。
子
ど

も
を
連
れ
て
出
か
け
れ
ば
、
子
育

て
に
ゆ
と
り
が
持
て
、
気
分
転
換

に
も
な
り
ま
す
。

●
学
ぶ
場
・
情
報
発
信
の
場

　

手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
食
育
、
親

子
遊
び
、
し
つ
け
な
ど
の
子
育
て

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

▲「永楽館�落大歌舞伎」の記者会見を行う片岡愛之助さん

ル
で
「
永

楽
館
�
落

大

歌

舞

伎
」
の
記

者
会
見
を

行
い
ま
し

た
。

　

こ
け
ら

落
と
し
の

 
座
頭 
を
勤

ざ
が
し
ら

め
て
い
た

だ
く
こ
と

に
な
っ
た

片
岡
愛
之

助
さ
ん
は

「
第
１
回

こ
ん
ぴ
ら

歌
舞
伎
に

参
加
し
た

と
き
の
こ

と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
芝
居

小
屋
で
こ
け
ら
落
と
し
公
演
に
参

加
で
き
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
「
出
石
は
風
情
の
あ
る
ま
ち

で
、
そ
ば
も
あ
り
ま
す
し
、
い
ろ

い
ろ
楽
し
め
ま
す
よ
」
と
観
光
の

Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
主
催　

豊
岡
市
・
豊
岡
市
教
育

委
員
会
・「
永
楽
館
�
落
大
歌
舞

伎
」
実
行
委
員
会（
予
定
）

▽
日
程　

８
月
１
日（
金
）初
日
〜

５
日（
火
）千 
穐
楽

     
せ
ん
し
ゅ
う
ら
く

・
第
１
部　

午
前　

時
開
演
予
定

１１

・
第
２
部　

午
後
４
時
開
演
予
定

　

計　

回
公
演

１０

▽
出
演　

片
岡
愛
之
助
ほ
か

▽
演
目　
 
三  
番  
叟 
ほ
か

さ
ん 

ば 

そ
う

▽
チ
ケ
ッ
ト　

観
劇
料
（
消
費
税

　

込
・
予
定
）

・
松
席（
Ａ
席
）
１
０
、０
０
０
円

・
竹
席（
Ｂ
席
）　

８
、０
０
０
円

・
梅
席（
Ｃ
席
）　

６
、０
０
０
円

▽
販
売
時
期　

６
月
上
旬
予
定

▽
収
容
人
数　

３
５
０
人

　
　
　
　

興
行
初
日
の
前
日
に
出

　

石
城
下
町
パ
レ
ー
ド
（
出
石
藩

　

夏
祭
り
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
イ

　

ベ
ン
ト
）

▽
お 
練 ねり

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
団
体
の
応
援
に
職
員
が
地
域
に

出
向
い
た
り
、
紙
芝
居
や
遊
具
な

ど
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
す
る
場

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
不
安
に

な
っ
た
り
、
戸
惑
っ
た
り
し
た
時

に
、
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
ま

す
。
電
話
で
も
、
遊
び
に
来
ら
れ

た
時
で
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

個
別
に
時
間
を
設
定
し
た
面
接
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
開
館
時
間
、
閉
館
日
な
ど
は
各

セ
ン
タ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
こ
ど
も
育
成
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
関
す

る
講
座

を
開
催

し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

子
育
て

▲手作りおもちゃで遊ぶ
子どもたち

永
楽
館
柿
落
大
歌
舞
伎

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
、
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ほ
し
い
！（
父
）こ
の
笑
顔
で

心
の
大
き
な
子
に
な
ー
れ（
母
）

（
父　
晴
次
・
母　
智
子
、
大
篠
岡
）

元
気
に
成
長
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
色
々
な
事
を
吸
収
し
て
た
く
ま

し
く
育
っ
て
ね
。

（
父　
貴
光
・
母　
聡
子
、
江
本
）

（平成１９年７月１６日生）
古 川 大  介 

だい すけ

ちゃん
（平成１９年４月１１日生）
東　  綾  平 

りょう へい

ちゃん

歌
と
お
ど
り
が
大
好
き
な
ゆ
ず
ち
ゃ

ん
。
い
っ
ぱ
い
幸
せ
を
く
れ
て
あ
り

が
と
う
�

（
父　
琢
也
・
母　
里
香
、日
高
町
上
石
）

栞
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
パ
パ
も
マ
マ
も

大
好
き
だ
よ
�
元
気
に
大
き
く
な
っ

て
ね　
!!

（
父　
篤
人
・
母　
真
記
、日
高
町
国
分
寺
）（平成１８年１月９日生）

宮 村 柚  葉 
ゆず は

ちゃん
（平成１８年２月２６日生）
西 村 栞  那 

かん な

ちゃん

最
近
だ
ん
だ
ん
と
目
が
離
せ
な
く

な
っ
て
き
た
け
ど
、
あ
な
た
の
笑
顔

に
み
ん
な
い
や
さ
れ
て
ま
す
。

（
父　
俊
徳
・
母　
恵
美
子
、
倉
見
）

▽
温
暖
化
防
止
出
石（
出
石
町
）

▽
双
龍
会
日
高
支
部（
日
高
町
）

▽
て
っ
せ
ん
街
道
を
守
る
会（
出
石
町
）

▽
都
山
流
尺
八
竹
流
会（
日
高
町
）

■
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会
長
表
彰

▽
古
谷
修
一
（
下
鶴
井
土
地
改
良

区
理
事
長
・
下
鶴
井
）

■
優
良
た
め
池
管
理
者
表
彰
（
感

謝
状
）

▽
観
音
寺
た
め
池
管
理
組
合
（
出

石
町
福
見
）

■
体
育
功
労
賞（
市
町
体
育
協
会
）

▽
垣
田
義
和
（
竹
野
町
河
内
）

▽
堂
垣
秀
康
（
戸
牧
）

▽
新
免
利
夫
（
日
高
町
江
原
）

■
知
事
賞（
最
優
秀
）

〈
家
庭
部
門
〉

▽
中
谷
邦
子
（
但
東
町
相
田
）

〈
職
域
部
門
〉

▽
但
馬
焼　

楽
々
浦
窯
（
城
崎
町

楽
々
浦
）

▽
徳
網　

登
（
出
石
町
青
少
年
健

全
育
成
推
進
会
議
・
出
石
町
日

野
辺
）

▽
宇
上
京
子
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

第　

団
・
中
陰
）

６１

■
県
議
会
議
長
賞（
優
秀
賞
）

▽
つ
る
し
柿　
大
美
濃
縄
の
れ
ん

（
神
鍋
つ
る
し
柿
生
産
組
合
・
日

高
町
栗
栖
野
）

（
敬
称
略
）

第　

回 
ひ
ょ
う
ご

２５花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成　

年
度

１９兵
庫
県
く
す
の
き
賞

平
成　

年
度 
土
地
改
良
事
業

１９

功
労
者
表
彰

（平成１９年１月６日生）
� 村 徳  人 

とく ひと

ちゃん

平
成　

年
度

１９

　

兵
庫
県
青
少
年
本
部

青
少
年
指
導
者
表
彰

平
成　

年
度

１９
ひ
ょ
う
ご
の
農
と
く
ら
し

研
究
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

　

地
域
の
魅
力
や
特
性
を
素
材
に

し
て
絵
や
写
真
、
文
章
、
地
図
な

ど
で
表
現
し
た
作
品
を
競
う
「
第

　

回
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
・
コ
ン

１４ク
ー
ル
」
で
、
新
田
小
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ニ
ッ
タ
ン
大
空

へ
」
が
、
応
募
総
数
３
５
５
点
の

中
か
ら
最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ニ
ッ
タ
ン
大
空
へ
」
は
、

昨
年
７
月　

日
に
学
校
近
く
の
人

３１

工
巣
塔
か
ら
巣
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
を
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
観
察

隊
が
観
察
し
た
記
録
や
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
の
取
組
み
な
ど
が

写
真
や
動
画
な
ど
で
綴
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第　

回　

マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
・

１４
コ
ン
ク
ー
ル
で
新
田
小
学
校
の

　
「
ニ
ッ
タ
ン
大
空
へ
」が

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

▲コウノトリ観察隊の皆さん
（http://www2.city.toyooka.hyogo.
jp/edu/school/nitta-es/）

▲

「
ふ
る
さ
と
の
思
い
」
と
「
冬

の
季
節
感
」
を
連
想
さ
せ
る
風

物
詩
的
な
食
品
。

平
成　

年
度 
財
団
法
人

１９兵
庫
県
体
育
協
会
表
彰
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
運
動
の
重

点
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成　

年
度

２０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

－

４
月
６
日
〜　

日－

１５

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

○
運
転
者
・
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、

後
部
座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
自
転
車
は
、
車
道
・
左
側
通
行

が
原
則
で
す
。
歩
道
を
走
る
と

き
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進

は
禁
止
で
す
。

・
夜
間
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
信
号

　

と
一
時
停
止
を
遵

　

守
し
、
安
全
確
認

　

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

○
飲
酒
運
転
追
放「
３
な
い
運
動
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
車
を
運
転
し

な
い
。

・
運
転
す
る
と
き
は
飲
ま
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
は
、

　

酒
を
飲
ま
せ
な
い
。

早
め
の
ラ
イ
ト

　
　
　

点
灯
の
推
進

　

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
す

る
こ
と
で
、
い
ち
早
く
歩
行
者
や

他
車
等
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
自
車
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

点
灯
推
奨
時
間
は
、
午
後
５
時

で
す
。
車
に
乗
る
と
き
は
、
い
つ

も
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係

　

桜
の
名
所
と
古
墳
で
知
ら
れ
る

大
師
山
自
然
公
園
に
、
お
花
見
や

ハ
イ
キ
ン
グ
に
、
家
族
、
友
だ
ち

と
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

寿
司
や
甘
酒
の
振

る
舞
い
や
バ
ザ
ー
も

あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
６
日

　
（
日
）午
前
９
時
〜
※
雨
天
決
行

▽
場
所　

大
師
山
自
然
公
園
（
引

野
）

▽
問
合
せ　

引
野
区
長　

竹
村
さ

ん
�　

－

２
１
２
７

２３

大
師
山
ま
つ
り

　

城
崎
な
ら
で
は
の
大
谿
川
の
景

観
を
利
用
し
た
「
城
崎
温
泉
流
し

び
な
」
を
開
催
し
ま
す
。
川
の
浄

化
と
清
流
の
蘇
生
を
願
う
と
と
も

に
、
市
民
相
互
が
、
ま
た
観
光
客

の
皆
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
催
し
で
す
。

　

流
し
び
な
は
、
当
日

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
付
属
の
短
冊
に

願
い
事
を
記
入
し
、
流

し
び
な
を
流
さ
れ
た
方

に
は
、
ひ
な
あ
ら
れ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
（
数
に
制
限
が
あ
り
ま

す
）。
ま
た
、甘
酒
の
振
る
舞
い
も

あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月
６
日（
日
）午
前　
１０

時　

分
〜（
雨
天
順
延
）

３０

▽
場
所　

城
崎
温
泉
街　

一
の
湯

付
近

▽
問
合
せ　

城
崎
町
商
工
会

　

�　
－

４
４
１
１

３２
第
６
回 
城
崎
温
泉
流
し
び
な

期

間

期

間

催

し

催

し
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菓
祖　
田
道
間
守
命
を
ま
つ
っ

た
中
嶋
神
社
か
ら
、
４
月　

日
１８

（
金
）か
ら
開
催
さ
れ
る
姫
路
菓
子

博
会
場
ま
で
神
輿
が
巡
行
し
ま
す
。

　

出
発
に
際
し
、
神
美
小
学
校
児

童
に
よ
る
田
道
間
守
命
の
歌
の
合

唱
や
楽
器
演
奏
、
お
菓
子
の
振
る

舞
い
、
女
性
神
輿
の
練
り
上
げ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月
６
日（
日
）午
前　
１０

時
〜

　

国
府
桜
づ
つ
み
公

園
管
理
会
に
よ
る
観

桜
会
を
開
催
し
ま
す
。

琴
や
尺
八
の
音
を
聞

き
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）午
前　

１３

１１

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

国
府
ふ
れ
あ
い
公
園

（
日
高
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
横
）

▽
内
容　

お
茶
会（
※
）、
歌
会
、

和
楽
器
演
奏
、
神
鍋
温
泉
の
足

湯
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ

ザ
ー　

な
ど

※
お
茶
券
は
、
前
売
り
２
５
０
円

で
、
国
府
地
区
公
民
館
で
販
売

し
て
い
ま
す
。（
当
日
３
０
０
円
）

▽
そ
の
他　

前
日
、
当
日
の
夜
は

桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
行
灯

を
灯
し
ま
す
の
で
、
夜
桜
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
国
府
地
区
公
民
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
詳
細
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
3.city.toyooka

.lg.jp/kokufuchiku

‐cc/index.htm

▽
問
合
せ　

国
府
地
区
公
民
館

　

�　

－

５
２
４
４

４２

▽
場
所　

中
嶋
神
社（
三
宅
）

※
春
ま
つ
り
会
場
で
も
、
菓
子
博

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
商
工
会
議
所

　

�　

－

４
４
５
６

２２

▽
日
時　

４
月　

日（
金
）午
前　

１８

１０

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

香
林
会
館
（
日
撫　

正

福
寺
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
理
玖
子
会　

会

長　

植
村
さ
ん

　

�
・　
　

－

１
３
１
８

ＦＡＸ
２４

　

市
内
各
地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ

ー
で
は
、
在
宅
で
子
育
て
を
し
て

い
る
親
子
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す

る
情
報
交
換
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
、
季
節
の
行
事
な
ど
を
通
じ

て
親
子
と
も
に
友
達
の
輪
を
広
げ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
月
２
回
程
度

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

通
信
費
等
の
実
費

▽
募
集
人
数　

子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
の
み
１
０
０
組
で
、
そ
の

他
の
セ
ン
タ
ー
は
特

　

に
設
定
し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間　

４
月

　
　

日（
金
）〜　

日（
金
）

１１

２５

▽
問
合
せ　

各
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

募

集

募

集

子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

連絡先申込先申込方法対象
対象
地域

センター
名

�２４－４６０４
ＦＡＸ２４－４７４０

〒６６８‐００３１
大手町４‐５

ハガキに住所、氏
名（親子）、子どもの
生年月日と年齢、
電話番号を記入の
上、郵送

０～３歳児
と保護者

豊岡
子育て
総合
センター

�・ＦＡＸ
３２－４６６６

〒６６９‐６１０１
城崎町湯島

６２５‐９

上記の方法または、
各子育てセンター
に備付の申込用紙
に必要事項を記入
の上、提出（ＦＡＸ可）

就学前
乳幼児と
保護者

城崎
（港地　
　区可）

城崎
子育て
センター

�・ＦＡＸ
４７－２０３０

〒６６９‐６２１１
竹野町和田

３８９‐１
竹野

竹野
子育て
センター

�４２－４６１０
ＦＡＸ４２－２０２４

〒６６９‐５３９１
日高町祢布

９２０
日高

日高
子育て
センター

�５２－６１８８
ＦＡＸ５２－６０３５

〒６６８‐０２３２
出石町宵田

７８‐１
出石

出石
子育て
センター

�・ＦＡＸ
５４－１１１０

〒６６８‐０３１１
但東町出合

４７‐１
但東

但東
子育て
センター

第
５
回 
桜
づ
つ
み 
観  
桜  
会 

か
ん 
お
う 

え

菓
祖 
田
道
間
守
命
 
神
輿 
巡
行

み 
こ 
し

た
じ
ま
も
り
の
み
こ
と

春
の
理
玖
子
祭
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豊
岡
の
多
様
な
自
然
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
仲
間
と
と
も
に
伸

び
伸
び
と
遊
び
学
ぶ
自
然
体
験
学

校
で
、
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
た
だ
く
登
録
制
の
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
条
件　

子
ど
も
が
好
き
な

方
で
、
野
外
活
動
や
環
境
教
育
、

食
育
、
工
作
活
動
な
ど
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上
の
健
康
な
方
。

２０

　

特
別
な
資
格
は
、

　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
活
動
内
容　

子
ど

　

も
た
ち
の
活
動
サ

　

ポ
ー
ト
、
指
導
、

　

安
全
管
理
な
ど

※
登
録
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
事

前
案
内
し
、
都
合
の
付
く
場
合

に
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
待
遇　

活
動
に
応
じ
て
、
規
定

の
謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、

傷
害
保
険
、
昼
食
は
、
主
催
者

が
負
担
し
ま
す
。

▽
選
考
等　

応
募
用
紙
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。
そ
の
後
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
に
連

絡
を
い
た
だ
け
ば
、
応
募
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
付
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
木
）

１０

▽
そ
の
他　

自
然
体
験
学
校
の
活

動
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
業
の
委
託
先
で
あ
る

竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
・

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w
.takeno

‐scvc.

jp/kidsw
ild.htm

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習

課
人
権
・
社
会
教
育
係

　
　
　

－
４
６
６
９

ＦＡＸ
２４

▽
日
時　

４
月　

日
２０

　
（
日
）午
前
９
時
〜

▽
場
所　

神
美
台
テ

　

ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

▽
参
加
資
格　

特
に
制
限
な
し

▽
参
加
費　

１
組
２
、０
０
０
円

　

た
だ
し
、学
生
は
１
、０
０
０
円

▽
募
集
組
数　
　

組（
先
着
順
）

６０

▽
申
込
方
法　

住
所
、氏
名
、所
属
、

連
絡
先
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
土
）

１２

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局　

齋
藤
さ
ん

　
（
〒
６
６
９
‐
５
３
５
３
日
高
町

森
山
１
６
０
）

　

�
・　
　

－

０
２
８
１

ＦＡＸ
４４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

tajim
a_tennis@

vc.

inaker.or.jp

　

４
月
か
ら
、
豊
岡

少
年
少
女
卓
球
学
校

の
名
称
を
豊
岡
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
改
め
ま
す
。

　

卓
球
に
興
味
の
あ
る
小
学
６
年

生
以
下
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日　

毎
週
水
・
木
曜
日　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

▽
練
習
会
場　

市
民
体
育
館

▽
会
費　

６
、５
０
０
円（
年
額
）

▽
申
込
方
法　

練
習
日
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
代
表　

上
倉
さ
ん

　

�　

－

４
０
１
９

２３

　

京
都
府
・
兵
庫
県

・
鳥
取
県
に
ま
た
が

る
山
陰
海
岸
は
、
日

本
列
島
が
誕
生
す
る

経
過
が
地
質
、
岩
石
、

地
形
か
ら
確
認
で
き
る
海
岸
で
す
。

　

こ
の
山
陰
海
岸
に
面
す
る
自
治

体
等
で
構
成
す
る
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、
京
丹

後
市（
京
都
府
）か
ら
鳥
取
砂
丘

（
鳥
取
県
）ま
で
の
約　

キ
ロ
メ
ー

７５

ト
ル
の
山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
世

界
の
公
園
に
し
よ
う
と
い
う
「
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク（
地
質
公
園
）

構
想
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
質
地
形
を
活
か
し
て
環
境
・

観
光
・
地
域
振
興
を
図
り
、
自
然

と
共
生
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
ま
す
。

▽
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
条
件

・
山
陰
海
岸
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

・「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
文

字
を
記
載
す
る
こ
と

・
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
名
刺
、

封
筒
な
ど
に
も
使
用
で
き
る
デ

ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と

子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦

「
自
然
体
験
学
校
２
０
０
８
」

登
録
ス
タ
ッ
フ
募
集

２
０
０
８ 
第
４
回 

　
但
馬
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
ク
ス

　

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

豊
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

（
地
質
公
園
）

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集



33 広報とよおか　2008.3.25

・
用
紙
の
地
色
は
白
色
と
し
、
ボ

カ
シ
は
不
可
と
す
る
こ
と

・
自
作
の
未
発
表
の
作
品
で
、
他

に
類
似
す
る
も
の
が
な
い
も
の

▽
賞
金

・
最
優
秀
賞　

５
万
円　

１
点

・
優
秀
賞　
　

１
万
円　

２
点

▽
応
募
数　

１
人（
１
団
体
）に
付

き
何
点
で
も
応
募
可

▽
応
募
方
法

・
Ａ
４
サ
イ
ズ
白
色
用
紙
を
縦
長

に
使
用
し
、
用
紙
１
枚
に
付
き

１
作
品
と
し
ま
す
。

・
応
募
用
紙
の
下
段
に
、
デ
ザ
イ

ン
の
趣
旨
、
住
所
、
氏
名
（
振

り
仮
名
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
く
だ
さ
い
。

・
応
募
は
持
参
ま
た
は
封
書
に
よ

り
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日（
金
）

１１

▽
応
募
・
問
合
せ　

新
温
泉
町
企

画
課
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
事
務
局
ロ
ゴ
マ
ー

ク
係
」（
〒
６
６
９
‐
６
７
９
２

新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
１
）

　

�
０
７
９
６－

　

－

５
６
２
４

８２

　

能
楽
は
、
平
成　

年
に
世
界
文

１３

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
長

い
年
月
、
日
本
の
風
土
と
歴
史
の

中
で
育
ま
れ
た
世
界
に
誇
る
日
本

の
芸
能
を
身
近
に
感
じ
、
そ
の
知

恵
を
生
活
文
化
に
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
講
座
で
す
。

　

４
月
に
は
篠
山
へ
能
鑑
賞
、
７

月
に
は
神
戸
へ
能
楽
実
見
ツ
ア
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
（
別
途
、
参

加
費
要
）。
ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

４
月
〜
平
成　

年
２
月

２１

計　

回
１０

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０

▽
場
所　

城
崎
地
区
公
民
館

▽
受
講
料　

年
１
、
５
０
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

城
崎
地
区

公
民
館
�　

－

３
２
２
０

３２

　
　
　

－

３
４
１
４

ＦＡＸ
３２

　

竹
野
南
里
山
の
会
で
は
、
森
林

体
験
を
通
し
て
自
然
の
営
み
を
学

び
、
心
の
豊
か
さ
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
木
の
子
の
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
広
葉
樹

を
使
っ
て
、
シ
イ
タ

ケ
の
ほ
だ
木
作
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）午
前
９

２０

時　

分
〜
午
後
１
時
（
午
前
９

３０
時
〜
受
付
）　

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園
（
竹

野
町
森
本
）

▽
内
容　

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
作
り

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨

具　

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
月
）

１４

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
整
備
課

　

出
石
高
校
で
は
類
型
に
よ
る
教

育
課
程
を
組
ん
で
お
り
、
芸
術
類

型（
書
道
・
美
術
）に
は
、市
民
の
皆

さ
ん
が
受
講
で
き
る
地
域
オ
ー
プ

ン
講
座
を
設
け
、
在
校
生
と
一
緒

に
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

毎
週
月
曜
日
の
午
後
１

時
５
分
〜
２
時　

分　
５５

　

年
間　

回
を
予
定

１８

▽
科
目

①
美
術
概
論
…

　

美
術
工
芸
制
作

　

実
習
、
鑑
賞
な
ど

②
書
道
概
論
…
漢
字
書
法
の
基
礎

と
実
用
書
な
ど

▽
講
師

①
宝
塚
造
形
芸
術
大
学
教
授
お
よ

び
地
元
の
芸
術
家

②
書
道
家
、
花
園
大
学
教
授
お
よ

び
地
元
表
具
師

▽
受
講
料　

年
３
、２
４
０
円（
予

定
、
４
月
に
前
納
く
だ
さ
い
）

※
そ
の
他
、
両
科
目
と
も
材
料
費

１
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▽
人
員　

各
５
人
程
度（
先
着
順
）

※
１
人
１
講
座
の
み
と
し
ま
す
。

▽
開
講
予
定
日　

４
月　

日（
月
）

１４

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

３
月　

日（
月
）〜

３１

４
月　

日（
月
）

１４

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
立

出
石
高
等
学
校
事
務
室

　

�　

－

３
１
３
１

５２

講

座

講

座

城
崎
地
区
公
民
館 能

楽
講
座

竹
野
南
森
林
公
園

木
の
子
の
教
室

県
立
出
石
高
等
学
校

地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

教

室

教

室
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コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
で
は
、
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー（
※
）と 
苔  
玉 

こ
け 
だ
ま

を
使
い
、
和
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

置
き
物
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
る
里

山
」
を
作
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
、
参
加
く
だ
さ
い
。

※
特
殊
加
工
し
た
生
花

▽
日
時　

４
月　

日（
土
）午
後
１

１９

時　

分
〜
３
時

３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　

研

修
コ
ー
ナ
ー（
祥
雲
寺
）

▽
指
導　

ス
タ
ジ
オ
･
ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク
・
ケ
イ
の
講
師
の
方

▽
参
加
費　

３
、５
０
０
円（
材
料

代
、
飲
み
物
付
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

４
月
５
日（
土
）〜

　

日（
火
）

１５
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
�　

－

８
２
２
２

３７

　

田
ん
ぼ
や
そ
の
周
辺
で
遊
ん
だ

り
、
生
き
も
の
調
査
を
し
ま
す
。

お
昼
は
、
地
元
食
材
の
鍋
な
ど
の

　

豊
岡
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

豊
岡
支
部
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー

デ
ン（
寄
せ
植
え
）教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）午
後
１

２７

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

市
民
会
館
前
広
場

▽
講
師　

夜
久
野
ベ
コ
ニ
ア
園
代

表　

岡　

稔
さ
ん

▽
参
加
費　

１
、５
０
０
円（
用
土
、

花
苗
代
）

※
コ
ン
テ
ナ（
鉢
）も
、
実
費
で
準

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
苗

だ
け
の
購
入
も
で
き
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

　

ッ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
記
入
）
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
金
）

１８

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習

課
人
権
・
社
会
教
育
係

　
　
　

－

４
６
６
９

ＦＡＸ
２４

振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
集
合
場
所　

コ
ウ
ノ

　

ト
リ
文
化
館

▽
参
加
費　

子
ど
も
の
み
１
回
１

０
０
円
（
傷
害
保
険
料
な
ど
）

▽
そ
の
他　

事
前
の
申
込
み
は
、

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
で
き

る
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

�　

－

７
７
５
０

２３

　

許
認
可
、
登
録
申
請
、
遺
言
や

相
続
、
種
々
の
契
約
、
届
出
等
に

つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
金
）午
後
１

１１

時
〜
４
時

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　

ー　

３
階

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

　

但
馬
支
部
�　

－

２
０
４
０

２４

▽
日
時　

４
月　

日（
土
）午
後
１

１９

時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館

　

４
階
中
会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、
予
約
制
で
、

　

予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
い
る

風
景
づ
く
り
教
室

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

と
よ
お
か
人
権
サ
ロ
ン

　

あ
た
な
流
の
コ
ン
テ
ナ

ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
教
室

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

　
登
記
・
多
重
債
務
・

　
消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
市
民
法
務
相
談

※いずれも第２日曜日、午前９：３０～正午
※雨天でも実施します。

〈年間スケジュール〉

内　　　　容月　日

タンポポ探し、春の草を食
べる４月１３日

田んぼでオタマ、タイコウ
チなどの調査５月１１日

田んぼでトンボやカエル、
メダカの調査６月８日

小川で魚とり７月１３日

里山探検８月１０日

あぜ道の生きもの、イナゴ
やバッタの調査９月１４日

秋の田んぼでアカトンボの
調査１０月１２日

里山で落ち葉集め、薪作り１１月９日

木の実や 蔓 や木切れで工作
つる

１２月１４日

野鳥観察１月１１日

ソバ打ち、雪遊びなど２月８日

早春の田んぼ、アカガエル
調査３月８日
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◆
豊
岡
市
奨
学
生

▽
対
象　

高
校
生
、
特
別
支
援
学

校
生（
高
等
部
）、
高
等
専
門
学

校
生
、
大
学
生

▽
人
員　
　

人
１５

▽
貸
与
資
格

・
人
物
、
学
力
と
も
に
優
秀
で
、

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

・
保
護
者
が
、
市
内
に
１
年
以
上

在
住
し
て
い
る
こ
と

▽
貸
与
金
額（
月
額
）

・
高
校
生　

９
、９
０
０
円

・
大
学
生　

４
４
、６
５
０
円

▽
出
願
書
類　

教
育
総
務
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
教
育
分
室
に
あ

る
所
定
の
願
書
、
推
薦
調
書
、

家
族
全
員
の
住
民
記
載
証
明
書

▽
申
込
受
付
期
間　

４
月
７
日

（
月
）〜　

日（
金
）

２５

◆
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生

▽
貸
与
資
格　

主
た
る
生
計
維
持

者
で
あ
る
保
護
者
が
、
交
通
事

故
で
死
亡
ま
た
は
負
傷
の
た
め

著
し
い
後
遺
障
害
が
あ
っ
て
働

け
な
く
な
っ
た
方
の
子
弟
で
、

高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校（
高

等
部
）、
高
等
専
門
学
校
ま
た

は
大
学
に
在
学
し
て
い
る
方
。

　
　

た
だ
し
、
平
成　

年
４
月
１

１７

日
以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

▽
申
込
受
付
期
間　

随
時

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
教
育
分
室

◆
兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
振
興
会

　
　
　
　

奨
学
資
金
貸
与
事
業

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
高

等
学
校
教
育
振
興
会
奨
学
金
係

　

�
０
７
８－

９
１
３－
１
９
９
５

　

市
で
は
、
重
度
の
障
害
の
あ
る

方
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
図
る

た
め
、「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
次
の
事
項
に
該
当
す
る

方
は
、
利
用
券
の
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳

　

１
・
２
級
所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
減
免
者
、

市
が
実
施
す
る
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
助
成
額　

タ
ク
シ
ー
１
回
の
乗

車
に
対
し
、
４
５
０
円
を
助
成

▽
交
付
枚
数　

月
４
枚
、
年
度
上

限　

枚
を
交
付
し
ま
す
。

４８

　
　

た
だ
し
、
じ
ん
臓
機
能
障
害

で
人
工
透
析
通
院
の
方
に
は
月

　

枚
、
年
度
上
限
１
４
４
枚
を

１２交
付
し
ま
す
。

※
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
、
当
該
年

度
分
の
利
用
券
を
一
括
交
付
し

ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
と

な
る
手
帳
と
印
鑑

※
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係
�　

－

７
０
３
３

２４

　
　
　

－

４
５
１
６
ま
た
は
各
総

ＦＡＸ
２４

合
支
所
健
康
福
祉
課

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
４
月
分
の
日
程
お
よ
び
担
当
医

師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

　

豊
岡
し
尿
処
理
場（
一
日
市
）は
、

４
月　

日（
水
）で
し
尿
お
よ
び
浄

３０

化
槽
汚
泥
の
受
入
れ
を
終
了
し
、

５
月
か
ら
は
、
隣
接
す
る
豊
岡
市

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
豊
岡
し

尿
処
理
場
の
処
理
過
程
で
生
産
し
、

希
望
者
に
配
布
し
て
い
た
「
し
尿

汚
泥
肥
料
」
は
、
４
月　

日（
水
）

３０

で
配
布
申
込
み
の
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

　

な
お
、
豊
岡
し
尿
処
理
場
は
、

し
尿
等
の
最
終
受
入
れ
終
了
後
、

閉
鎖
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
環
境
セ
ン
タ

　

ー
�　

－

５
４
７
７

２４

制

度

制

度

奨
学
生
制
度
の
お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

公
立
豊
岡
病
院 
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

そ
の
他

そ
の
他

し
尿
処
理
場
の
閉
鎖
に
伴
い

肥
料
の
配
布
を
終
了
し
ま
す

担当医師（住所）月　日

赤松　亮
（豊岡市九日市）

６日

４　
　

月

中沢　洋
（豊岡市出石町）

１３日

國屋正史
（養父市八鹿町）

２０日

※診療時間は、午前９時～午
後５時までです。



36広報とよおか　2008.3.25

ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
、
次
の

と
お
り
公
売
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
せ
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

４
月　

日
１０

（
木
）午
後
１
時
〜　

日（
月
）午

２８

後
５
時

▽
せ
り
売
り
期
間　

５
月
７
日

（
水
）午
後
１
時
〜
９
日（
金
）午

後
２
時

▽
代
金
納
付
期
限　

５
月　

日
１６

（
金
）午
後
３
時

▽
公
売
物
件　

自
動
車
、
舞
扇
、

花
瓶
な
ど　

点
２２

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、　

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

２０

参
加
で
き
ま
す
が
、
公
売
保
証

金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　
（
４
月　

日
公
開
予
定
）

１０

http://koubai.auctions.

yahoo.co.jp/hyg

_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
利
用
く
だ
さ
い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
　

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

yahoo.co.jp/

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係
（
公

売
係
）
�　

－

１
１
１
８

２３

■
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
下
見
会
を
開
催
し
ま
す
。

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
よ

く
見
て
参
加
く
だ
さ
い
。
下
見
会

へ
の
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

４
月　

日（
土
）午
前　

１９

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所　

本
庁
舎
１
階

▽
そ
の
他　

自
動
車
な
ど
一
部
の

公
売
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
す
る

方
は
、
公
売
担
当
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど
、

調
整
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

１
月
１
日
現
在
の
調
べ
で
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載

を
申
請
し
、
選
挙
権
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
方（
３
月　

日〈
月
〉確

３１

定
）が
投
票
で
き
ま
す
。

　

有
権
者
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

▽
告
示
日　

４
月
３
日（
木
）

▽
投
票
日　

４
月　

日（
木
）午
前

１０

７
時
〜
午
後
８
時

▽
開
票　

４
月　

日（
木
）午
後
９

１０

時
〜

▽
期
日
前
投
票　

４
月
４
日（
金
）

〜
９
日（
水
）の
間
、
毎
日
、
午

前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

豊
岡
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙

■
選
挙
区
お
よ
び
定
数
は
、
３
月

　

日
発
行
の
農
業
委
員
会
だ
よ

１０り
第
９
号
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
投
票
場
所
は
、
投
票
入
場
券
で

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
選
挙
管
理
委

員
会

開　票　場　所選挙区

市役所　東庁舎別館第１選挙区

市役所　西別館第２選挙区

竹野総合支所　大会議室第３選挙区

日高農村環境改善センター
　　　　　多目的ホール

第４選挙区

出石総合支所　大会議室第５選挙区

但東市民センターホール第６選挙区

　

４
月
１
日（
火
）か

ら
、
市
営
江
原
駅
東

西
駐
車
場
に
自
動
料

金
精
算
機
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
駐
車
場

使
用
料
の
支
払
い
は
、
精
算
機
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
駐
車
料
金
は
従
前
と
変

わ
ら
ず
、
１
回
の
利
用
に
付
き
３

０
０
円
で
す
。
た
だ
し
、
１
時
間

未
満
は
無
料
、
駐
車
時
間
が　

時
２４

間
を
経
過
す
る
ご
と
に
３
０
０
円

を
加
算
し
ま
す
。
買
い
物
時
な
ど

に
、
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
駐
車
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
料
が
か
か
り
ま
す
。

大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

整
備
課

江
原
駅
東
西
駐
車
場
に

自
動
料
金
精
算
機
を
導
入

　

こ
の
た
び
、整
備
を
進
め
て
い
た

竹
野
地
域
の
防
災
行
政
無
線
の
整

備
が
完
了
し
、
４
月
１
日（
火
）か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。な
お
、竹

野
地
域
の
４
月
以
降
の
放
送
時
間

等
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

▽
放
送
曜
日　

火
曜
日
・
金
曜
日

▽
放
送
時
間　

午
前
７
時　

分
〜
、

２０

午
後
７
時　

分
〜

２０

▽
声
の
広
報　

毎
月　

、　

、　

１２

２７

２８

日
の
午
後
３
時
〜
約　

分
間

１５

▽
開
局
記
念
放
送　

４
月
１
日

（
火
）午
前
７
時　

分
〜

２０

　

中
貝
市
長
か
ら
開
局
記
念
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係

竹
野
地
域
に
防
災
行
政
無
線

が
開
局
し
ま
す

期 日 前 投 票 場 所選挙区

市役所東庁舎別館
第１選挙区

第２選挙区

城崎総合支所および
　　　　　　竹野総合支所

第３選挙区

日高総合支所第４選挙区

出石総合支所第５選挙区

但東総合支所第６選挙区
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平成２０年度　とよおかイベント歳時記 ※平成２０年３月１０日現在の予定です。

たんとうチューリップまつり

６日（日）・城崎温泉流しびな（城崎温泉街）
１３日（日）・十戸清水まつり（十戸虹鱒川釣場周辺）
中　　旬・たんとうチューリップまつり（但東町畑山）
２０日（日）・出石そば喰い大会（出石総合支所前広場）
２３日（水）～２４日（木）・城崎温泉まつり（城崎温泉街）
２９日（火・祝）・清滝溶岩流まつり（日高町山宮）

4月

きのさき温泉YOSAKOI まつり

３日（土・祝）・北前まつり（竹野浜）
１８日（日）・奈佐森林公園まつり（奈佐森林公園）
下　　旬・ＴＡＪＩＭＡＤＯＭＥフェスティバル（県立但馬ドーム）

5月

７日（土）・城崎温泉ＹＯＳＡＫＯＩまつり（城崎温泉街）
　　　　・植村直己冒険賞受賞式（日高文化体育館）
下　　旬・ラベンダーまつり（片間ふれあい農園）

6月

たけの海上花火大会

１９日（土）～８月１７日（日）・竹野浜渚イルミネーション（竹野浜海水浴場）
２３日（水）～２４日（木）・日高夏まつり（ＪＲ江原駅周辺）
２６日（土）～２７日（日）
　　　　・コウノトリ但馬空港フェスティバル（コウノトリ但馬空港）
３０日（水）・たけの海上花火大会（竹野浜海水浴場）
３１日（木）～８月１５日（金）・出石藩　夏まつり「ゆらぎの廻廊」（出石町内一帯）

7月

サマースノーフェスタ

１日（金）～２日（土）・柳まつり（豊岡市街地、総合体育館前広場ほか）
１日（金）～５日（火）・永楽館�落大歌舞伎（出石永楽館）
３日（日）・神鍋火山まつり（神鍋山周辺）
２日（土）～３日（日）・サマースノーフェスタ（竹野浜海水浴場、弁天浜、切浜）
６日（水）・城崎温泉ふるさと祭り〈ゆかたの日〉（城崎温泉街）
　　　　・城崎温泉湯流れ万灯（城崎温泉街）
３１日（日）・兵庫神鍋高原マラソン全国大会
　　　　　（神鍋高原周回コース・但馬ドーム発着）

8月

出石だんじり祭り

２０日（土）・但州湯島の盆（城崎温泉街）9月
１２日（日）・出石だんじり祭り（大手前広場）
１３日（月・祝）・とよおかスポーツフェスティバル（県立但馬ドームほか）
１４日（火）～１５日（水）・城崎温泉秋まつり（城崎温泉街）
１９日（日）・台風２３号メモリアル事業（豊岡市民プラザほか）
　　　　・大石りくまつり（豊岡市街地）
　　　　・但東いろどりフェスタ（但東総合支所前駐車場ほか）
３１日（金）～１１月４日（火）・豊岡市美術展（総合体育館）

１０月

阿瀬渓谷紅葉まつり

３日（月・祝）・マロニエまつり（道の駅「神鍋高原」）
　　　　・出石お城まつり（出石城跡周辺）
上　　旬・阿瀬渓谷紅葉まつり（阿瀬渓谷・日高町羽尻）
１６日（日）・たけのカニカニカーニバル（竹野北前館駐車場）
中　　旬・いずし新そばまつり（出石総合支所前）
２３日（日・祝）・かに王国開国式（ＪＲ城崎温泉駅前）

１１月

上　　旬・但東冬の光フェスタ（但東総合支所前広場）
２４日（水）・かにサンタのクリスマスイベント（ＪＲ城崎温泉駅前）１２月

とよおか津居山港かにまつり

１１日（日）・豊岡市成人式（市民会館）1月
中　　旬・東井義雄賞いのちのことば入選作品発表会・記念シンポジウム
　　　　　（但東市民センターホール）
２２日（日）・とよおか津居山港かにまつり（津居山港小島岸壁）

2月

１３日（金）～１５日（日）・出石初午大祭（出石城跡周辺）
２１日（土）・たる酒のふるまい・かにの逆さオークション（ＪＲ城崎温泉駅前）
２２日（日）～４月３０日（木）・出石さくらまつり（出石城跡）

3月



38広報とよおか　2008.3.25

4月の予定
市立図書館本館4月のカレンダー

土金木水火月日

54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

30292827
■■　は休館日です。　

おはなし会
２６日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

２６日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそびなど内　容

おはなし会

土曜おはなしのへや
２６日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし会
２７日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
絵本からのおくりもの

１２日（土）・２６日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

２日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

１２日（土）午前１１時～５日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１

おはなしのゆりかご
３日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
３日・１０日・１７日・２４日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

土曜としょかん
～春だよ、そとにでかけよう～

１２日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・おさんぽいぬ（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１１日（金）まで申込期限

受講生を募集します
～平成２０年度　図書館古文書講座～

毎月第３日曜日〔第１回は４月２０日（日）〕
　〈初級〉午後１時２０分～２時５０分
　〈中級〉午後３時～４時３０分

日　時

本館　視聴覚講演室（２階）場　所
古文書に興味のある方ならどなたでも対　象
地域史家　山口久喜さん講　師
２６日（水）から随時受け付けます。申込み
無料受講料

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８

４月４日・１８日（金）午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

おはなしのこべや
１２日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容
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4月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

遊ぼう会
１６日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
室内遊び内　容

絵本の読み聞かせ会
２５日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児とその保護者対　象

ほっとたいむ
７日（月）・２４日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡などを一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

おはなし広場

５日・１２日・１９日いずれも土曜日
午前１０時３０分～１１時日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容

なかよし広場
１７日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容
平成２０年度から、開催日が木曜日になります。その他

おやこふれあいたいむ
２８日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居を見たり、お手玉をします。内　容

パパと遊ぼうデー
２６日（土）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中のお父さんと子ども
※お母さんや兄弟（姉妹）の参加も大歓迎です。対　象

親子遊び・パネルシアター内　容

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
お花見散歩

９日（水）午前１０時～１１時３０分日　時

出合公園　※集合は但東子育てセンター場　所

就学前の子どもとその保護者対　象

お花見、戸外あそび内　容

お茶、敷物持ち物

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 

ミニハイキング
４日（金）午前１０時～午後１時３０分日　時

お城山およびその周辺（集合は出石子育てセンター）
※雨天の場合は、出石子育てセンターで遊びます。

場　所

就学前の子どもとその保護者および小学生対　象

お弁当・お茶・おやつ・敷物など持ち物

参加希望者は、事前に連絡ください。その他

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 

絵本の読み聞かせの会
１４日（月）午前１０時３０分～１１時日　時

日高子育てセンター場　所

就学前の子どもとその保護者対　象

２１日（月）午前１０時３０分～１１時日　時

日高子育てセンター場　所

就学前の子どもとその保護者対　象

手遊び・ダンスの会

子育てミニ講話
２５日（金）午前１０時３０分～１１時日　時

日高子育てセンター場　所

就学前の子どもとその保護者対　象

保健師の講話「予防接種について」内　容

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

１５日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス

２２日（火）午前１０時～１１時３０分日　時

竹野子育てセンター場　所

就学前の子どもとその保護者対　象
桜や春の花を見つけに出かけます。
※ベビーカーでも参加できます。

内　容

みんなでお花見
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）

�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）
〒６６８‐００３１　豊岡市大手町４‐５

市民会館
�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）

　映画「佐賀のがばいばあちゃん」上映会の後には、島
田洋七の「笑いあり、涙あり、抱腹絶倒」型破りな講演
会をお楽しみください。

　６月８日（日）
　開演１３：３０（開場１３：００）
　第１部　映画上映１３：３０～
　第２部　講演会１５：３０～
◇入場料　全席自由
　大人１，５００円
　中学生以下１，０００円
　（友の会は各３００円引き、
　当日券は各５００円増）
◇発売開始日
　友の会４月５日（土）
　一　般４月１２日（土）
　（各プレイガイドでも購入できます）

■島田洋七
　講演会と映画 ｢佐賀のがばいばあちゃん ｣

■舞台劇「笠地蔵」
　　　　　　＆コメディーパフォーマンス

　劇団カッパ座による舞台劇、日本昔話の名作「笠地蔵」と
揚野バンリによるジャグリング・バルーン・一輪車、そして愉
快なトークを交えてのコメディーパフォーマンスショー（大道
芸）などです。お楽しみください。

　　

　４月２０日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇入場料　全席自由　親子券２，０００円　大人１，５００円
　　　　　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

■フォークまつり
　フォークを中心としたアコースティック系音楽のまつりです。
５組の出演者に加え、ゲストに杉田二郎さんをお迎えします。

　５月１１日（日）開演１５：００（開場１４：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般（シングル）２，０００円
　　　　　（ペア）３，５００円　高校生以下・６５歳以上
　　　　　１，５００円〔当日券は一般（シングル）２，５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上１，８００円　ペアチケッ
　　　　　トは前売りのみ〕
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、５月

１日（木）までに申し込みください。
◇発売開始日　４月１日（火）
※上記のチケットは、市民プラザのほかに、市民会館、図
書館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこホール、但東
市民センターでも購入できます。

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、交流サ
ロンを利用して、毎月 1回程度コンサートを開催しています。
お気軽にお立ち寄りください。

　４月２６日（土）開演１３：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ベーキングパウダー　ほか
◇内　容　ヴォーカル＆ゴスペル
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音楽活動の
　発表の場として利用ください。

劇団カッパ座による「笠地蔵」 揚野バンリ

■第４５回　サロンコンサート

■メモリアルコンサート

島田洋七

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

　ひぼこホールの開館１４周年を記念して、メモリアルコ
ンサートを開催します。ぜひ、お楽しみください。

　４月２０日（日）開演１８：３０（開場１８：００）
◇入　場　料　全席自由５００円
◇参加団体　出石地域の合唱団体
◇チケット発売中

　クリエイティブな地域文化の拠点となるホールのスタッフ
養成を目的として、舞台・照明・音響等の舞台技術の養成講
座を実施します。
◇内　　容　舞台・照明・音響・アナウンス・フロア

などの基礎知識に関する講義と実技
◇講座期間　５月１日（木）～７月９日（水）
　　　　　　（開講式、基本講座、実習講座、閉講式）
◇応募資格　高校生以上（高校生は保護者の同意必要）
◇受　講　料　無料（保険料５００円が必要）
◇募集人数　３０人程度
◇応募方法　所定の応募用紙、またはハガキに住所、氏名、

年齢、性別、電話番号、動機を記入の上、持
参または郵送、ファックスで申し込みください。

◇応募期限　４月２１日（月）

■豊岡市舞台技術養成入門講座（第６期生）募集

■朗読劇「祈り‐１９４５」自主上演実行委員募集
　市民プラザでは、昨年上演した「この子たちの夏－1945、
ヒロシマ　ナガサキ」に続き、戦争体験の手記などを基にし
た自主制作による朗読劇の上演に向けて、制作・朗読・舞台
製作・上演スタッフに携わる実行委員を募集します。平和へ
の願いを込めて、あなたも参加してみませんか。
◇内　　容　戦争体験の手記などを基にした自主制作

による朗読劇の上演
◇上　演　日　８月９日（土）
◇募集人員　２０人程度（制作・朗読・舞台製作・上演ス

タッフ）
◇応募資格　高校生以上（高校生は保護者の同意必要）
◇応募方法　所定の応募用紙、またはハガキに住所、氏名、

年齢、性別、電話番号を記入の上、持参また
は郵送、ファックスで申し込みください。

◇応募期限　４月３０日（水）
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月の主な行事 

平成２０年 

4
APRIL

●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●伊藤清永美術館特別展～いわさきちひろの
世界～わたしが選んだ「ちひろ展ｉｎ豊岡 ｣

（～４月７日、伊藤清永美術館）
●固定資産の価格等の縦覧（～３０日、

税務課または各総合支所市民生活課）
●但馬国府・国分寺館　第１３回　企画展「職の

風景」（～６月２４日、但馬国府・国分寺館）

（火）１

（水）２
●豊岡市農業委員会委員選挙告示日（木）３

（金）４
（土）５

●平成２０年度　豊岡市日高消防団消防出初式
（９：００～日高総合支所前駐車場）

●大師山まつり（９：００～引野　大師山自然公園）
● '０８豊岡の春まつり（１０：００～市役所前駐車場）
●菓祖　田道間守命神輿巡行

（１０：００～三宅　中嶋神社）
●第６回　城崎温泉流しびな（１０：３０～城崎温泉街）
●春の全国交通安全運動（～１５日）

（日）６

●市民と市長の座談会（１９：３０～西気地区公民館）（月）７
（火）８

●市民と市長の座談会（１９：３０～清滝地区公民館）（水）９
●豊岡市農業委員会委員選挙 投・開票日（木）１０
●行政書士による無料市民法務相談

（１３：００～市民会館）
●市民と市長の座談会（１９：３０～八代地区公民館）

（金）１１

●市民と市長の座談会（１３：３０～国府地区公民館）（土）１２
●市民と市長の座談会

（１０：００～日高農村環境改善センター）
●十戸清水まつり

（１０：００～十戸虹鱒川釣り場周辺）
●第５回　桜づつみ観桜会

（１１：００～国府ふれあい公園）
●市民と市長の座談会（１３：３０～三方地区公民館）

（日）１３

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

（月）１４

●わいわいコーラス
（１０：００～竹野子育てセンター）

（火）１５

（水）１６
●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（木）１７
●春の理玖子祭（１０：３０～日撫　香林会館）（金）１８
●司法書士による市民生活無料相談会

（１３：００～市民会館）
●コウノトリのいる風景づくり教室

（１３：３０～コウノトリ本舗）

（土）１９

●木の子の教室（９：００～竹野南森林公園）
●第４回　但馬オープンミックスダブルス

テニス大会（９：００～神美台テニスコート）
●竹野南森林公園　木の子の教室

（９：３０～竹野南森林公園）
●舞台劇「笠地蔵 ｣＆コメディーパフォー

マンス（１４：００～市民会館）
●メモリアルコンサート

（１８：３０～いずし文化会館ひぼこホール）

（日）２０

●手遊び・ダンスの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

●市民と市長の座談会（１９：３０～福住地区公民館）

（月）２１

●みんなでお花見（１０：００～竹野子育てセンター）（火）２２
（水）２３

●市民と市長の座談会（１９：３０～小坂地区公民館）（木）２４
●子育てミニ講話

（１０：３０～日高子育てセンター）
●市民と市長の座談会（１９：３０～宮内センター）

（金）２５

●市民と市長の座談会（１０：００～菅谷地区公民館）
●パパと遊ぼうデー（１０：３０～子育て総合センター）
●第４５回　サロンコンサート

（１３：００～豊岡市民プラザ）
●市民と市長の座談会（１３：３０～寺坂集落センター）

（土）２６

●市民と市長の座談会（１０：００～弘道地区公民館）
●とよおか人権サロン　あなた流のコンテナ
ガーデンづくり教室（１３：３０～市民会館前広場）

（日）２７

（月）２８
昭和の日
●清滝溶岩流まつり（９：３０～日高町山宮）

（火）２９

（水）３０

平成２０年３月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,884 

43,559 

47,325 

31,834

（－100人） 

（－44人） 

（－56人） 

  （－58世帯） 
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川
屋
形

２０
船
が
３
月
末
で
営
業
を
終
了
し
ま
す
。

最
後
の
雄
姿
を
カ
メ
ラ
に
納
め
よ
う
と

津
居
山
港
か
に
ま
つ
り
無
料
乗
船
会
の

取
材
に
行
き
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

強
風
に
よ
り
運
行
が
中
止
に
。
１
つ
の

歴
史
が
幕
を
閉
じ
ま
す
。
残
念
！　

○Ｄ
 

▼
戸
島
湿
地
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
観
察
、

永
楽
館
で
芝
居
を
観
賞
、
た
ん
た
ん
温

泉
で
ほ
っ
こ
り
、
木
屋
町
小
路
で
買
物

な
ど
、
平
成　

年
度
は
楽
し
み
な
お
出

２０

か
け
新
事
業
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
４
月

は
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
の

パ
ン
ダ
を
見
に
出
か
け
よ
う
か
な
。
○Ｙ
 

▼
保
育
園
に
取
材
で
訪
れ
て
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
お
ひ
な
様
ま
つ
り
の
様
子
を
取
材
し

ま
し
た
。
意
外
に
も
菱
も
ち
の
い
わ
れ

を
知
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
「
へ
ぇ

〜
」
っ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は
多
い
…　

○Ｉ
 

編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記
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文学・温泉・麦わら細工の館 

城崎文芸館  城 崎 文 芸 館  城 崎 文 芸 館  

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 3

■所 在 地　豊岡市城崎町湯島３５７‐１ 
３２－２５７５  ＦＡＸ３２－３００５ 

■開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎月最終水曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月３１日～１月１日） 
■入 館 料　大人４００円、中高生３００円 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
 

鴻
の
湯
 

まんだら湯 

御
所
の
湯
 

城崎文芸館 

円
山
川
 

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
 

至竹野 

至豊岡 

大谿川 

文芸館通り 
木屋町通り 

湯の里通り 

一
の
湯
 

柳
湯
 

地
蔵
湯
 

さ
と
の
湯
 

当館職員の奥田がご案内します。

　旧城崎文芸館は、温泉街の古い土蔵を改装したもので、城崎温泉の外湯と
志賀直哉や島崎藤村など、城崎ゆかりの文人・墨客の文学碑等を巡る道「城
崎文学散歩道」の中心に位置し、当地ゆかりの作品を展示する小さな博物館
でした。しかし、この施設は展示スペースが狭く、駐車場もなく、団体客の入
館が困難なことから、平成８年４月、文学・温泉・麦わら細工を紹介する文
芸館として、現在の位置に新たに開館しました。当館は、城崎ゆかりの文化人
の作品、原稿、書画などの展示、温泉資料の展示、麦わら細工の展示や体験
コーナーのほか、無料の手・足湯があります。また、館内には城崎温泉観光
協会があり、施設の管理運営をしています。皆さん、ぜひ、お越しください。

　国内では城崎だけに承継されている
伝統的工芸品「麦わら細工」の作品と
その歴史や作り方がご覧いただけます。
製作体験コーナーもあります。

▲展示室１（麦わら細工展示室）

　江戸時代・明治・大正・昭和と、歴
史の流れの中で城崎とかかわりのあっ
た数多くの文人たちを総合的に紹介し
ています。

▲展示室３（城崎ゆかりの文人墨客）
　約１４００年前のコウノトリ伝説を始め、
湯治の湯としての歴史など、さまざま
な角度から城崎温泉の今昔をご覧いた
だけます。

▲展示室４（城崎温泉の歴史）

　名作「城の崎にて」の作者、志賀直
哉と「白樺派」と呼ばれた彼の同士の
文人たちなど、城崎ゆかりの人々の足
跡を紹介しています。

▲展示室２（志賀直哉と白樺派）

　入口横には、手・足湯があります。
温泉街散策で疲れたら、手・足湯でホッ
と一息してみてはいかがですか。

▲手・足湯


